
第　　 号

2023年（令和５年）７月26日発行

214

議会だより

（関連記事20ページ）

子ども神輿
の笑顔

補正予算…５～６
6月定例会
一般会計補正予算…２
4月臨時会



3 おおいそ議会だより
第214号　2023/7

補
正
予
算
・
議
案
審
議

報

告

賛
否
結
果
・
陳
情

意
見
書
・
政
務
活
動
費

一

般

質

問

議

会

活

動

議
会
報
告
会

質
　
疑

問
　
今
回
、
ど
の
く
ら
い
接

種
さ
れ
る
予
定
か
。

答
　
春
夏
の
接
種
は
、
65
歳

以
上
の
方
と
基
礎
疾
患
の

あ
る
方
に
接
種
を
し
て
い

く
予
定
で
あ
り
、
８
割
程

度
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
秋
冬
に
つ
い
て
は
若
い

世
代
も
接
種
の
対
象
に
な

る
が
、
接
種
率
が
高
く
な

い
た
め
、
５
割
程
度
を
見

込
ん
で
い
る
。

問
　
集
団
接
種
分
は
、
か
か

っ
た
だ
け
の
支
払
い
を
す

る
の
か
。
ま
た
は
、
余
っ

た
場
合
は
、
返
金
さ
れ
る

の
か
。

答
　
集
団
接
種
会
場
は
、
春

夏
と
秋
冬
、
保
健
セ
ン
タ

ー
で
そ
れ
ぞ
れ
２
回
、
国

府
小
学
校
の
体
育
館
で
そ

れ
ぞ
れ
２
回
予
定
し
て
い

る
。
個
別
接
種
さ
れ
る
方

が
多
い
場
合
は
、
集
団
接

種
の
回
数
を
減
ら
す
こ
と

も
起
こ
る
と
思
う
が
、
設

営
さ
れ
た
部
分
に
関
し
て

支
払
い
を
す
る
と
い
う
形

を
想
定
し
て
い
る
た
め
、

払
っ
た
も
の
を
返
し
て
も

ら
う
こ
と
は
な
い
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
の
専
決
処
分
を
承
認
し
、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
億
３
３
９
３
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
は
１
０
７

億
４
８
９
３
万
円
と
な
り
、
可
決
し
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
可
決

議案
第26号事業名 内容 補正額

新型コロナ
ウイルスワ
クチン接種
事業
（その３）

ワクチン接種業務委託料（コールセンター業務等） 5,463万円
医師・看護師・薬剤師派遣委託料・傷害保険料（集団的接種） 807万円
予防接種委託料（個別接種） 4,543万円
印刷製本費・通信運搬費 481万円
会計年度任用職員報酬・職員手当等 974万円
その他 1,125万円

一般会計補正予算（第１号）の主な内容

金額は、1万円未満を四捨五入

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

質
　
疑

問
　
今
ま
で
町
で
軽
減
措
置

が
適
用
さ
れ
た
新
規
購
入

車
の
状
況
は
。

答
　
令
和
４
年
度
に
適
用
を

受
け
た
車
は
な
く
、
令
和

３
年
度
は
25
％
軽
減
の
対

象
車
が
２
１
３
台
、
50
％

軽
減
の
対
象
車
が
42
台
で

あ
っ
た
が
、
電
気
自
動
車

に
該
当
す
る
75
％
は
ゼ
ロ

台
。質

　
疑

問
　
５
割
軽
減
と
２
割
軽
減

の
直
近
の
世
帯
数
は
。

答
　
３
月
31
日
時
点
で
、
５

割
軽
減
世
帯
は
、
５
５
２

世
帯
。
２
割
軽
減
世
帯
は
、

５
５
９
世
帯
で
あ
る
。

議案
第24号

議案
第25号

改
正
内
容

　
一
定
の
燃
費
基
準
を
達
成
し
て
い
る
軽
自
動
車
の
普
及

促
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
新
規
取
得
し
た
翌
年
度
の
税
率

が
軽
減
さ
れ
る
「
グ
リ
ー
ン
化
特
例
」
の
措
置
が
講
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
法
改
正
で
、
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
の
特
例

期
限
が
２
年
ま
た
は
３
年
延
長
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
改

正
に
合
わ
せ
た
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。
施
行
日
は
令
和

５
年
４
月
１
日
。

改
正
内
容

⑴
令
和
４
年
度
の
経
済
動
向
等
を
踏
ま
え
、
国
民
健
康
保

険
税
の
５
割
軽
減
及
び
２
割
軽
減
の
適
用
を
受
け
て
い

る
世
帯
が
当
該
軽
減
対
象
か
ら
外
れ
な
い
よ
う
、
軽
減

判
定
所
得
額
の
引
上
げ
を
行
い
、
低
所
得
者
の
国
民
健

康
保
険
税
負
担
の
軽
減
を
図
る
。

⑵
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
特
例
対

象
被
保
険
者
等
に
係
る
申
告
に
お
け
る
提
示
書
類
の
変

更
を
行
う
。
施
行
日
は
令
和
５
年
４
月
１
日
。

専
決
処
分
の
承
認
を

　
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

専
決
処
分
の
承
認
を

　
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
可
決

賛
成
多
数
で
可
決

大
磯
町
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

大
磯
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
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補
正
予
算
・
議
案
審
議

報

告

賛
否
結
果
・
陳
情

意
見
書
・
政
務
活
動
費

一

般

質

問

議

会

活

動

議
会
報
告
会

問
　
待
機
児
童
の
解
消
と
い
う

対
案
は
お
持
ち
か
。

答
　
遅
れ
た
場
合
に
は
小
規
模

保
育
施
設
等
に
お
願
い
し
、

一
時
保
育
等
が
考
え
ら
れ
る
。

問
　
保
護
者
が
令
和
６
年
４
月

か
ら
の
認
定
こ
ど
も
園
を
望

ん
で
い
る
点
に
つ
い
て
は
ど

う
考
え
る
か
。

答
　
計
画
ど
お
り
民
営
化
を
進

め
て
い
れ
ば
、
混
乱
を
招
く

こ
と
は
な
か
っ
た
。

問
　
柔
軟
に
民
意
を
前
に
進
め

る
考
え
は
な
い
の
か
。

答
　
議
決
を
覆
し
て
ま
で
柔
軟

に
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

問
　
昨
年
の
条
例
改
正
で
、
令

和
６
年
３
月
で
大
磯
幼
稚
園

は
廃
園
に
な
る
の
で
は
。

答
　
条
例
の
あ
り
方
は
再
検
討

で
き
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　修
正
案
を
可
決

大
磯
町
立
幼
稚
園
認
定
こ
ど
も
園
移
行
事
業
を
削
除

渡
辺
順
子
議
員
ほ
か
２
名
の
議
員
か
ら
修
正
動
議
が
提
出

【
髙
橋
英
俊
議
員
】

42
年
以
上
経
っ
た
施
設
を

新
築
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の

が
、
親
で
あ
れ
ば
当
然
思
う

こ
と
で
、
安
全
・
安
心
が
最

優
先
に
な
る
。
議
決
事
項
も

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

財
源
も
心
配
し
て
い
る
。

【
奥
津
勝
子
議
員
】

老
朽
化
の
工
事
は
夏
休
み

と
言
う
こ
と
で
、
保
育
園
で

は
お
盆
時
期
ぐ
ら
い
し
か
休

園
し
な
い
の
に
大
丈
夫
か
。

今
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
も

あ
と
20
年
で
新
築
す
る
考
え

に
納
得
は
で
き
な
い
。

【
清
田
文
雄
議
員
】

な
ぜ
町
立
で
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
か
、
町
の
意
見
も

反
映
さ
れ
る
公
私
連
携
幼
保

連
携
こ
ど
も
園
に
対
し
て
、

町
の
明
確
な
答
弁
と
は
思
え

な
い
。
地
方
交
付
税
措
置
の

根
拠
も
明
確
で
は
な
い
。

【
鈴
木
京
子
議
員
】

結
論
か
ら
言
う
と
、
私
は

納
得
し
た
の
で
原
案
に
賛
成
。

町
立
幼
稚
園
が
な
く
な
ら
な

い
の
は
違
う
。
令
和
６
年
３

月
で
廃
園
に
な
る
。
困
る
子

ど
も
と
保
護
者
が
出
な
い
よ

う
に
す
る
べ
き
だ
。

【
今
井
茂
議
員
】

こ
こ
で
議
決
権
や
公
約
が

ど
う
だ
と
言
う
の
が
誰
の
た

め
に
な
る
の
か
。
一
番
大
切

な
の
は
、
町
民
に
迷
惑
が
か

か
ら
な
い
ベ
タ
ー
な
方
法
を

議
論
し
て
決
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

【
吉
川
重
雄
議
員
】

そ
れ
が
憲
法
に
違
反
す
る

の
で
あ
れ
ば
訴
え
れ
ば
よ
い
。

そ
ん
な
理
屈
は
通
ら
な
い
。

子
ど
も
の
た
め
孫
の
た
め
に

早
く
安
心
す
る
こ
ど
も
園
を

開
設
す
る
こ
と
が
議
員
と
し

て
の
役
目
で
あ
る
。

修
正
案
に
対
す
る
討
論

一
般
会
計
は
歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
に
３
７
５
８
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
７
億
８
６
５
1
万
円

と
す
る
補
正
予
算
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
審
議
中
、
一
般
会
計
補
正
予
算
に
対
す
る
修
正
動
議
が
成
立

し
、「
大
磯
町
立
幼
稚
園
認
定
こ
ど
も
園
移
行
事
業
」
予
算
を
削
除
す
る

修
正
案
が
、
３
月
議
会
の
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
審
議
に
続

き
再
び
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
修
正
案
は
可
否
同
数
に
よ
り
、
再
度
議
長
裁

決
で
可
決
し
ま
し
た
。

４月臨時会は４月18日の１日間で開き、専決処分の承認３件、一般会計補正予算１件を審議しま
した。このうち、一般会計補正予算では議員修正案が提出され、可決しました。

修
正
案
に
対
す
る
質
疑

修
正
案
に
反
対

修
正
案
に
賛
成

4月臨時会

議案
第27号

一般会計補正予算
修正可決までの流れ
町長から補正予算案の提出

修正案可決　修正案を除く原案可決

補正予算案に対する
修正案提出を協議

修正動議の発議

修正案を提出

修正案の審議

休憩動議

本
会
議

議
員
全
員

協
議
会

本
会
議
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得
額
の
引
上
げ
を
行
い
、
低
所
得
者
の
国
民
健

康
保
険
税
負
担
の
軽
減
を
図
る
。

⑵
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
特
例
対

象
被
保
険
者
等
に
係
る
申
告
に
お
け
る
提
示
書
類
の
変

更
を
行
う
。
施
行
日
は
令
和
５
年
４
月
１
日
。

専
決
処
分
の
承
認
を

　
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

専
決
処
分
の
承
認
を

　
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
可
決

賛
成
多
数
で
可
決

大
磯
町
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

大
磯
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
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問
　
待
機
児
童
の
解
消
と
い
う

対
案
は
お
持
ち
か
。

答
　
遅
れ
た
場
合
に
は
小
規
模

保
育
施
設
等
に
お
願
い
し
、

一
時
保
育
等
が
考
え
ら
れ
る
。

問
　
保
護
者
が
令
和
６
年
４
月

か
ら
の
認
定
こ
ど
も
園
を
望

ん
で
い
る
点
に
つ
い
て
は
ど

う
考
え
る
か
。

答
　
計
画
ど
お
り
民
営
化
を
進

め
て
い
れ
ば
、
混
乱
を
招
く

こ
と
は
な
か
っ
た
。

問
　
柔
軟
に
民
意
を
前
に
進
め

る
考
え
は
な
い
の
か
。

答
　
議
決
を
覆
し
て
ま
で
柔
軟

に
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

問
　
昨
年
の
条
例
改
正
で
、
令

和
６
年
３
月
で
大
磯
幼
稚
園

は
廃
園
に
な
る
の
で
は
。

答
　
条
例
の
あ
り
方
は
再
検
討

で
き
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　修
正
案
を
可
決

大
磯
町
立
幼
稚
園
認
定
こ
ど
も
園
移
行
事
業
を
削
除

渡
辺
順
子
議
員
ほ
か
２
名
の
議
員
か
ら
修
正
動
議
が
提
出

【
髙
橋
英
俊
議
員
】

42
年
以
上
経
っ
た
施
設
を

新
築
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の

が
、
親
で
あ
れ
ば
当
然
思
う

こ
と
で
、
安
全
・
安
心
が
最

優
先
に
な
る
。
議
決
事
項
も

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

財
源
も
心
配
し
て
い
る
。

【
奥
津
勝
子
議
員
】

老
朽
化
の
工
事
は
夏
休
み

と
言
う
こ
と
で
、
保
育
園
で

は
お
盆
時
期
ぐ
ら
い
し
か
休

園
し
な
い
の
に
大
丈
夫
か
。

今
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
も

あ
と
20
年
で
新
築
す
る
考
え

に
納
得
は
で
き
な
い
。

【
清
田
文
雄
議
員
】

な
ぜ
町
立
で
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
か
、
町
の
意
見
も

反
映
さ
れ
る
公
私
連
携
幼
保

連
携
こ
ど
も
園
に
対
し
て
、

町
の
明
確
な
答
弁
と
は
思
え

な
い
。
地
方
交
付
税
措
置
の

根
拠
も
明
確
で
は
な
い
。

【
鈴
木
京
子
議
員
】

結
論
か
ら
言
う
と
、
私
は

納
得
し
た
の
で
原
案
に
賛
成
。

町
立
幼
稚
園
が
な
く
な
ら
な

い
の
は
違
う
。
令
和
６
年
３

月
で
廃
園
に
な
る
。
困
る
子

ど
も
と
保
護
者
が
出
な
い
よ

う
に
す
る
べ
き
だ
。

【
今
井
茂
議
員
】

こ
こ
で
議
決
権
や
公
約
が

ど
う
だ
と
言
う
の
が
誰
の
た

め
に
な
る
の
か
。
一
番
大
切

な
の
は
、
町
民
に
迷
惑
が
か

か
ら
な
い
ベ
タ
ー
な
方
法
を

議
論
し
て
決
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

【
吉
川
重
雄
議
員
】

そ
れ
が
憲
法
に
違
反
す
る

の
で
あ
れ
ば
訴
え
れ
ば
よ
い
。

そ
ん
な
理
屈
は
通
ら
な
い
。

子
ど
も
の
た
め
孫
の
た
め
に

早
く
安
心
す
る
こ
ど
も
園
を

開
設
す
る
こ
と
が
議
員
と
し

て
の
役
目
で
あ
る
。

修
正
案
に
対
す
る
討
論

一
般
会
計
は
歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
に
３
７
５
８
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
７
億
８
６
５
1
万
円

と
す
る
補
正
予
算
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
審
議
中
、
一
般
会
計
補
正
予
算
に
対
す
る
修
正
動
議
が
成
立

し
、「
大
磯
町
立
幼
稚
園
認
定
こ
ど
も
園
移
行
事
業
」
予
算
を
削
除
す
る

修
正
案
が
、
３
月
議
会
の
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
審
議
に
続

き
再
び
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
修
正
案
は
可
否
同
数
に
よ
り
、
再
度
議
長
裁

決
で
可
決
し
ま
し
た
。

４月臨時会は４月18日の１日間で開き、専決処分の承認３件、一般会計補正予算１件を審議しま
した。このうち、一般会計補正予算では議員修正案が提出され、可決しました。

修
正
案
に
対
す
る
質
疑

修
正
案
に
反
対

修
正
案
に
賛
成

4月臨時会

議案
第27号

一般会計補正予算
修正可決までの流れ
町長から補正予算案の提出

修正案可決　修正案を除く原案可決

補正予算案に対する
修正案提出を協議

修正動議の発議

修正案を提出

修正案の審議

休憩動議

本
会
議

議
員
全
員

協
議
会

本
会
議
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補正予算を可決議案
第30号

６月定例会の一般会計補正予算は、歳入歳出予算の総額に、1億1,992万円を追加し、予算の総額は108億
8,516万円となりました。
審議では、さまざまな事業に対する質疑が、活発に行われました。

令和５年度一般会計補正予算（第３号）の主な内容
歳　入 補正額

個人番号カード交付事務費補助金 208万円

新型コロナウイルス感染症対応地方創生
臨時交付金 １億22万円

県税徴収取扱費交付金 507万円

財政調整基金繰入金 1,124万円

コミュニティ助成事業助成金 90万円

歳　出 補正額

町税徴収事務事業 1,270万円

個人番号交付事務事業 91万円

低所得世帯支援給付金給付事業 1億22万円

事務局運営事業（小学校開校150周年記念
事業補助金） 100万円

問
　
窓
口
は
ど
こ
に
開
設
す

る
の
か
。
ま
た
委
託
の
内

容
は
。

答
　
窓
口
は
「
障
害
福
祉
セ

ン
タ
ー
す
ば
る
」
を
予
定

し
て
い
る
。
窓
口
対
応
の

ほ
か
に
電
話
対
応
も
あ
る
。

対
象
者
か
ら
提
出
さ
れ
た

書
類
の
内
容
確
認
等
の
対

応
に
つ
い
て
も
委
託
す
る

予
定
で
あ
る
。

問
　
対
象
者
の
定
義
は
。

答
　
住
民
税
の
課
税
が
な
さ

れ
る
令
和
５
年
６
月
１
日

現
在
で
世
帯
の
方
全
員
が

非
課
税
の
世
帯
に
対
し
３

万
円
を
給
付
す
る
。

問
　
申
請
書
が
届
い
て
か
ら

ど
れ
く
ら
い
の
時
間
で
口

座
に
振
り
込
ま
れ
る
の
か
。

答
　
一
括
し
て
口
座
入
力
作

業
、
確
認
作
業
、
審
査
を

行
っ
て
か
ら
の
振
込
み
に

な
る
。
遅
く
て
も
１
か
月

ほ
ど
で
振
込
み
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

問
　
申
請
書
は
細
か
く
記
入

　
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
な
の
か
。
も
し
く
は
あ

る
程
度
記
入
が
省
略
さ
れ
、

内
容
を
確
認
し
、
署
名
す

る
く
ら
い
の
も
の
な
の
か
。

答
　
複
雑
な
記
載
を
対
象
者

に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は

な
い
。

低
所
得
世
帯
支
援
給
付
金
給
付
事
業
　
１
億
22
万
円
増

消
防
団
運
営
事
業
　
99
万
円

賛成多数で可決

昨
今
の
物
価
高
騰
の
負
担

感
が
大
き
い
低
所
得
世
帯
へ

の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

低
所
得
世
帯
に
対
し
、
１
世

帯
あ
た
り
一
律
３
万
円
を
給

付
す
る
事
業
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

助
成
金
を
活
用
し
て
、
消
防

団
員
用
の
雨
衣
を
購
入
す
る
。

問
　
90
万
円
が
特
定
財
源
の

そ
の
他
を
財
源
と
し
て
い

る
。
ど
の
よ
う
に
解
釈
す

れ
ば
よ
い
か
。

答
　
特
定
財
源
は
、
国
・
県

支
出
金
、
地
方
債
、
そ
の

他
に
分
か
れ
て
い
る
。

　
90
万
円
の
財
源
に
つ
い
て

は
、
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

と
い
う
一
般
財
団
法
人
か

ら
の
助
成
事
業
に
な
っ
て

い
る
。

問
　
今
回
消
防
か
ら
要
望
を

出
し
た
の
か
。

答
　
ご
指
摘
の
と
お
り
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

と
し
て
、
８
月
に
県
か
ら

連
絡
を
受
け
11
月
に
消
防

か
ら
申
請
を
し
た
。

問
　
90
万
円
で
何
着
購
入
で

き
る
の
か
。

答
　
90
着
を
予
定
し
て
い
る
。

増
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
位
置
づ
け
が
令
和
５

年
５
月
８
日
以
降
、
感
染
症

の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者

に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法

律
に
お
け
る
「
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
」か
ら
、

「
５
類
感
染
症
」
に
変
更
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染

者
等
へ
の
対
応
業
務
に
従
事

し
た
職
員
に
対
し
、
特
殊
勤

務
手
当
を
支
給
す
る
特
例
措

置
の
規
定
を
削
除
す
る
も
の

で
す
。

原動機付自転車
特定小型原動機付自転車 一般原動機付自転車

動力源 電気 電気　または　ガソリン
車輪数 2輪以上 2輪以上
定格出力・
総排気量 0.6kW 以下

「特定小型原動機付自転車」
以外のもの最高速度 20km/h 以下

長さ 1.9m以下
幅 0.6m以下
高さ ー 2.0m以下

税率 2,000 円 / 年
（令和 6年度課税から） 2,000 〜 3,700 円 / 年

例 電動キックボード※ 原付バイク（電気・ガソリン）
※「特定小型原動機付自転車」の要件を満たす車両は、すべて該当となります。

原動機付自転車の区分

議案
第28号 専決処分の承認を求めることについて

大磯町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例

全会一致で可決

質
　
疑

問
　
今
ま
で
特
殊
勤
務
手
当

を
受
け
た
職
員
は
。

答
　
消
防
職
員
は
、
令
和
２

年
か
ら
令
和
５
年
の
４
年

間
で
合
計
２
１
０
件
の
出

動
で
こ
の
手
当
を
受
け
、

合
計
延
べ
５
５
３
名
。

問
　
手
当
が
な
く
な
っ
て
消

防
署
員
の
装
備
は
。

答
　
感
染
防
止
の
衣
服
に
マ

ス
ク
、
ゴ
ー
グ
ル
、
グ
ロ

ー
ブ
で
あ
る
。

質
　
疑

問
　
令
和
５
年
４
月
末
現
在

の
登
録
状
況
は
。

答
　
２
台
で
あ
る
。

問
　
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
等

の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の

大
き
さ
は
。

答
　
縦
横
10
セ
ン
チ
の
正
方

形
に
な
る
。

議案
第29号

大
磯
町
町
税
条
例
の

　
　
　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

賛
成
多
数
で
可
決

道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
及
び
こ
れ
に
伴
う
地
方
税

法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
が
、
令
和
５
年
７
月
１
日

に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
電

動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
等
を
対
象
と
す

る
新
た
な
車
両
区
分
と
し
て
、

「
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
」

の
運
用
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、大
磯
町
町
税
条
例
の
規
定
に

つ
い
て
、改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

６月定例会は、５月23日から６月２日までの11日間の会期で開きました。
本会議初日は、専決処分の承認１件、町税条例等の一部改正１件、人権擁護委員の推薦１件、一般
会計補正予算１件を原案どおり可決したほか、２件の報告がありました。最終日には、議会提出意見
書案を可決しました。
一般質問は11人が町長や教育長に行政事務についてただしました。

6月定例会
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補正予算を可決議案
第30号

６月定例会の一般会計補正予算は、歳入歳出予算の総額に、1億1,992万円を追加し、予算の総額は108億
8,516万円となりました。
審議では、さまざまな事業に対する質疑が、活発に行われました。

令和５年度一般会計補正予算（第３号）の主な内容
歳　入 補正額

個人番号カード交付事務費補助金 208万円

新型コロナウイルス感染症対応地方創生
臨時交付金 １億22万円

県税徴収取扱費交付金 507万円

財政調整基金繰入金 1,124万円

コミュニティ助成事業助成金 90万円

歳　出 補正額

町税徴収事務事業 1,270万円

個人番号交付事務事業 91万円

低所得世帯支援給付金給付事業 1億22万円

事務局運営事業（小学校開校150周年記念
事業補助金） 100万円

問
　
窓
口
は
ど
こ
に
開
設
す

る
の
か
。
ま
た
委
託
の
内

容
は
。

答
　
窓
口
は
「
障
害
福
祉
セ

ン
タ
ー
す
ば
る
」
を
予
定

し
て
い
る
。
窓
口
対
応
の

ほ
か
に
電
話
対
応
も
あ
る
。

対
象
者
か
ら
提
出
さ
れ
た

書
類
の
内
容
確
認
等
の
対

応
に
つ
い
て
も
委
託
す
る

予
定
で
あ
る
。

問
　
対
象
者
の
定
義
は
。

答
　
住
民
税
の
課
税
が
な
さ

れ
る
令
和
５
年
６
月
１
日

現
在
で
世
帯
の
方
全
員
が

非
課
税
の
世
帯
に
対
し
３

万
円
を
給
付
す
る
。

問
　
申
請
書
が
届
い
て
か
ら

ど
れ
く
ら
い
の
時
間
で
口

座
に
振
り
込
ま
れ
る
の
か
。

答
　
一
括
し
て
口
座
入
力
作

業
、
確
認
作
業
、
審
査
を

行
っ
て
か
ら
の
振
込
み
に

な
る
。
遅
く
て
も
１
か
月

ほ
ど
で
振
込
み
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

問
　
申
請
書
は
細
か
く
記
入

　
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
な
の
か
。
も
し
く
は
あ

る
程
度
記
入
が
省
略
さ
れ
、

内
容
を
確
認
し
、
署
名
す

る
く
ら
い
の
も
の
な
の
か
。

答
　
複
雑
な
記
載
を
対
象
者

に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は

な
い
。

低
所
得
世
帯
支
援
給
付
金
給
付
事
業
　
１
億
22
万
円
増

消
防
団
運
営
事
業
　
99
万
円

賛成多数で可決

昨
今
の
物
価
高
騰
の
負
担

感
が
大
き
い
低
所
得
世
帯
へ

の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

低
所
得
世
帯
に
対
し
、
１
世

帯
あ
た
り
一
律
３
万
円
を
給

付
す
る
事
業
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

助
成
金
を
活
用
し
て
、
消
防

団
員
用
の
雨
衣
を
購
入
す
る
。

問
　
90
万
円
が
特
定
財
源
の

そ
の
他
を
財
源
と
し
て
い

る
。
ど
の
よ
う
に
解
釈
す

れ
ば
よ
い
か
。

答
　
特
定
財
源
は
、
国
・
県

支
出
金
、
地
方
債
、
そ
の

他
に
分
か
れ
て
い
る
。

　
90
万
円
の
財
源
に
つ
い
て

は
、
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

と
い
う
一
般
財
団
法
人
か

ら
の
助
成
事
業
に
な
っ
て

い
る
。

問
　
今
回
消
防
か
ら
要
望
を

出
し
た
の
か
。

答
　
ご
指
摘
の
と
お
り
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

と
し
て
、
８
月
に
県
か
ら

連
絡
を
受
け
11
月
に
消
防

か
ら
申
請
を
し
た
。

問
　
90
万
円
で
何
着
購
入
で

き
る
の
か
。

答
　
90
着
を
予
定
し
て
い
る
。

増
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補
正
予
算
・
議
案
審
議

報

告

賛
否
結
果
・
陳
情

意
見
書
・
政
務
活
動
費

一

般

質

問

議

会

活

動

議
会
報
告
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
位
置
づ
け
が
令
和
５

年
５
月
８
日
以
降
、
感
染
症

の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者

に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法

律
に
お
け
る
「
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
」か
ら
、

「
５
類
感
染
症
」
に
変
更
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染

者
等
へ
の
対
応
業
務
に
従
事

し
た
職
員
に
対
し
、
特
殊
勤

務
手
当
を
支
給
す
る
特
例
措

置
の
規
定
を
削
除
す
る
も
の

で
す
。

原動機付自転車
特定小型原動機付自転車 一般原動機付自転車

動力源 電気 電気　または　ガソリン
車輪数 2輪以上 2輪以上
定格出力・
総排気量 0.6kW 以下

「特定小型原動機付自転車」
以外のもの最高速度 20km/h 以下

長さ 1.9m以下
幅 0.6m以下
高さ ー 2.0m以下

税率 2,000 円 / 年
（令和 6年度課税から） 2,000 〜 3,700 円 / 年

例 電動キックボード※ 原付バイク（電気・ガソリン）
※「特定小型原動機付自転車」の要件を満たす車両は、すべて該当となります。

原動機付自転車の区分

議案
第28号 専決処分の承認を求めることについて

大磯町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例

全会一致で可決

質
　
疑

問
　
今
ま
で
特
殊
勤
務
手
当

を
受
け
た
職
員
は
。

答
　
消
防
職
員
は
、
令
和
２

年
か
ら
令
和
５
年
の
４
年

間
で
合
計
２
１
０
件
の
出

動
で
こ
の
手
当
を
受
け
、

合
計
延
べ
５
５
３
名
。

問
　
手
当
が
な
く
な
っ
て
消

防
署
員
の
装
備
は
。

答
　
感
染
防
止
の
衣
服
に
マ

ス
ク
、
ゴ
ー
グ
ル
、
グ
ロ

ー
ブ
で
あ
る
。

質
　
疑

問
　
令
和
５
年
４
月
末
現
在

の
登
録
状
況
は
。

答
　
２
台
で
あ
る
。

問
　
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
等

の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の

大
き
さ
は
。

答
　
縦
横
10
セ
ン
チ
の
正
方

形
に
な
る
。

議案
第29号

大
磯
町
町
税
条
例
の

　
　
　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

賛
成
多
数
で
可
決

道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
及
び
こ
れ
に
伴
う
地
方
税

法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
が
、
令
和
５
年
７
月
１
日

に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
電

動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
等
を
対
象
と
す

る
新
た
な
車
両
区
分
と
し
て
、

「
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
」

の
運
用
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、大
磯
町
町
税
条
例
の
規
定
に

つ
い
て
、改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

６月定例会は、５月23日から６月２日までの11日間の会期で開きました。
本会議初日は、専決処分の承認１件、町税条例等の一部改正１件、人権擁護委員の推薦１件、一般
会計補正予算１件を原案どおり可決したほか、２件の報告がありました。最終日には、議会提出意見
書案を可決しました。
一般質問は11人が町長や教育長に行政事務についてただしました。

6月定例会
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補
正
予
算
・
議
案
審
議

賛
否
結
果
・
陳
情

意
見
書
・
政
務
活
動
費

一

般

質

問

議

会

活

動

議
会
報
告
会

報

告

報告
第1号

令
和
４
年
度
か
ら
繰
り
越
し
た
事
業

6
月
定
例
会
に
は
、
一
般
会
計
の
繰
越
明
許
費
の
繰
越
計
算
書
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

町
な
ど
地
方
公
共
団
体
の
予
算
は
、
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
を
１
つ
の
会
計
年
度
と
し
て
、

年
度
内
の
歳
出
（
支
出
）
は
、
そ
の
年
の
歳
入
（
収
入
）
を
充
て
る
こ
と
が
原
則
（
会
計
年
度
独
立
の
原

則
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
年
度
内
に
支
出
が
終
わ
ら
な
い
見
込
み
の
事
業
は
、
翌
年
度
に
執
行
す
る
手
続
き
が
地
方
自

治
法
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

土
地
開
発
公
社
は
昭
和
49
年
、
町
の
出
資
に
よ
り
設
立

さ
れ
、
町
の
道
路
整
備
な
ど
に
必
要
な
土
地
を
町
が
予
算

計
上
す
る
前
に
取
得
で
き
ま
す
。
原
資
は
土
地
開
発
基
金

で
す
。

年度内に支出が終わらない見込みの経費について、翌年度１年間に限
り繰り越して使用することができる。（議会の議決が必要）

繰越明許費

事業名 繰越額 理　由

一
般
会
計

戸籍住民基本台帳
運営事務事業 ４５８万円

改修作業に必要な国の戸籍情報シス
テム標準仕様書の提示が遅れ、年度
内に事業が完了しないため。

（令和５年３月議会で議決）

新型コロナウイル
スワクチン接種事
業（その２）

２９６万円

新型コロナウイルスワクチン接種に
係る神奈川県国民健康保険団体連合
会への支払いを行うにあたり、年度
内に事業が終了しないため。

（令和５年３月議会で議決）

し尿処理事業 ５０万円

し尿処理施設水槽臭気脱臭ファンを
制御するインバーター設備が故障し、
修繕工事を発注したが、半導体供給
不足の影響で、年度内に事業が完了
しないため。

（令和５年３月議会で議決）

農業振興普及事業 ５０万円

肥料価格高騰緊急支援補助金は、国
及び県も同様の補助制度を実施して
いるが、補助制度の実施期間が延長
されたことに伴い、年度内に事業が
完了しないため。

（令和５年３月議会で議決）

大磯駅前広場整備
事業 ２, ５４１万円

物件の所有者間の協議及び除却工事
業者の選定等に不測の期間を要し、
既存建物の除却工事が遅れたため、
年度内に事業が完了しないため。

（令和５年３月議会で議決）

質
　
疑

問
　土
地
開
発
公
社
は
目
的

が
あ
り
、
町
か
ら
先
行
取

得
の
依
頼
を
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
こ
の
事
業
の
見

直
し
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
、
昨
年
も
同
じ
質
問

を
し
た
。
昨
年
は
事
業
の

見
直
し
を
す
る
予
定
は
な

い
と
答
弁
を
い
た
だ
い
た

が
、
今
後
の
活
用
は
あ
る

の
か
。

答
　広
く
多
目
的
な
形
で
土

地
利
用
が
で
き
な
い
か
ど

う
か
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
と
も
に
、
必
要
な
手

続
き
も
と
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
土

地
開
発
公
社
だ
け
で
は
な

く
、
町
と
も
一
緒
に
話
を

し
た
中
で
、
対
応
に
つ
い

て
は
考
え
て
い
く
。

　

報告
第2号

土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
報
告

※金額は、１万円未満を四捨五入

資産区分 期首残高 当期増加高 当期減少高 期末残高 概要 
（取得年度）面積 金額 面積 金額 面積 金額 面積 金額

国府新宿祇園塚地区改良事業
m2 円 m2 円 m2 円 m2 円

H759.41 5,134,195 59.41 5,134,195

月京１号線整備事業 26.39 2,641,000 26.39 2,641,000 H16

団体営農道整備事業 
（西小磯その１） 506.51 13,944,025 506.51 13,944,025 H6 〜 

H12

国府本郷 44 号線整備事業 190.00 5,235,000 190.00 5,235,000 H12

大磯高麗１号線整備事業 45.46 8,287,552 45.46 8,287,552 H8

国府本郷 33 号線整備事業
（葛川左岸） 429.50 49,126,258 429.50 49,126,258 H8 〜 

H14

代替用地取得事業 
（国府本郷） 634.14 128,080,232 634.14 128,080,232 H3

町道幹 16 号線改良事業 2,475.80 150,000,000 2,475.80 150,000,000 H14

大磯駅前自転車駐車場等
整備事業 3,689.36 325,902,739 3,689.36 325,902,739 H24

合計 8,056.57 688,351,001 0.00 0 0.00 0 8,056.57 688,351,001 ー

土地開発公社が
所有している土地
の一覧です。
(令和５年
３月31日現在)
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補
正
予
算
・
議
案
審
議

報

告

賛
否
結
果
・
陳
情

意
見
書
・
政
務
活
動
費

一

般

質

問

議

会

活

動

議
会
報
告
会

問
　
そ
の
内
容
は
。

答
　
大
磯
小
学
校
で
は
校
内

音
楽
会
を
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。
国
府
小
学
校
で

は
校
旗
や
記
念
誌
を
作
る

事
業
に
充
て
た
い
と
申
出

が
あ
る
。

問
　
も
と
も
と
の
事
業
費
は

ど
の
く
ら
い
な
の
か
。

答
　
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
積

算
し
た
と
こ
ろ
、
１
２
０

万
円
か
ら
１
３
０
万
円
規

模
の
も
の
。

問
　
そ
の
原
資
は
。

答
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
の
中
か
ら

　
と
聞
い
て
い
る
。

問
　
校
旗
な
ど
学
校
で
必
要

な
も
の
を
こ
の
よ
う
な
形

で
支
出
す
る
こ
と
は
す
っ

き
り
し
な
い
の
だ
が
。

答
　
国
府
小
学
校
で
は
、
当

初
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
を
特

別
に
積
み
立
て
た
中
で
い

ろ
い
ろ
と
検
討
し
て
き
た

と
聞
い
て
い
る
。
我
々
と

し
て
は
、
今
回
の
趣
旨
と

は
か
け
離
れ
て
い
る
と
い

う
考
え
は
な
い
。

小
学
校
開
校
１
５
０
周
年

　
　
　
記
念
事
業
補
助
金

　
　
　 
１
０
０
万
円

小
学
校
開
校
１
５
０
周
年
記
念
事
業
に
対
す
る
補
助
金
で
、

該
当
す
る
事
業
費
の
２
分
の
１
、
５０
万
円
を
上
限
と
す
る
補

助
金
。

人
権
擁
護
委
員（

65
歳
・
大
磯
町
大
磯
）

山や
ま

田だ

　博ひ
ろ

之ゆ
き 

氏

人事案件
諮問第１号

増

生
涯
学
習
館

            

維
持
管
理
事
業
　

                

99
万
円
増

増

問
　
前
兆
は
あ
っ
た
の
か
。

答
　
駐
車
場
南
側
の
駐
車
場

区
域
で
な
い
と
こ
ろ
に
穴

が
開
い
た
。
補
修
を
し
た

が
、
そ
の
南
側
に
個
人
宅

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
格

的
な
調
査
を
し
て
み
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

問
　
か
な
り
広
範
囲
で
調
査

す
る
の
か
。
そ
の
間
駐
車

場
は
ど
こ
を
使
用
す
る
の

か
。

答
　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
部

分
１
３
７
７
平
米
の
部
分

を
休
館
日
を
利
用
し
、
一

日
か
け
て
全
部
調
査
す
る
。

そ
の
た
め
丸
一
日
一
般
の

方
は
使
用
で
き
な
い
。

生
涯
学
習
館
駐
車
場
内

の
路
面
下
空
洞
調
査
に
伴

う
委
託
料
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
研
究
所

    

維
持
管
理
・
運
営
事
業

                 

40
万
円

問
　
ど
の
よ
う
な
研
究
テ
ー

マ
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

答
　
今
年
度
は
、
児
童
・
生

徒
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た

指
導
・
支
援
の
充
実
を
テ

ー
マ
に
定
め
、
研
究
を
行

う
。

問
　
講
師
は
ど
の
よ
う
に
選

定
す
る
の
か
。

答
　
小
・
中
研
究
会
が
あ
り
、

そ
の
研
究
会
で
講
師
を
選

ぶ
。

問
　
消
耗
品
の
内
容
は
。

答
　
関
連
の
図
書
や
記
憶
媒

体
（
Ｕ
Ｓ
Ｂ
）、
文
房
具

が
購
入
す
る
主
な
も
の
と

な
る
。

神
奈
川
県
の
研
究
テ
ー

マ
に
基
づ
き
実
施
す
る
、

か
な
が
わ
学
び
づ
く
り
推

進
地
域
研
究
事
業
に
対
す

る
県
委
託
金
。　
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第214号　2023/7

補
正
予
算
・
議
案
審
議

賛
否
結
果
・
陳
情

意
見
書
・
政
務
活
動
費

一

般

質

問

議

会

活

動

議
会
報
告
会

報

告

報告
第1号

令
和
４
年
度
か
ら
繰
り
越
し
た
事
業

6
月
定
例
会
に
は
、
一
般
会
計
の
繰
越
明
許
費
の
繰
越
計
算
書
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

町
な
ど
地
方
公
共
団
体
の
予
算
は
、
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
を
１
つ
の
会
計
年
度
と
し
て
、

年
度
内
の
歳
出
（
支
出
）
は
、
そ
の
年
の
歳
入
（
収
入
）
を
充
て
る
こ
と
が
原
則
（
会
計
年
度
独
立
の
原

則
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
年
度
内
に
支
出
が
終
わ
ら
な
い
見
込
み
の
事
業
は
、
翌
年
度
に
執
行
す
る
手
続
き
が
地
方
自

治
法
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

土
地
開
発
公
社
は
昭
和
49
年
、
町
の
出
資
に
よ
り
設
立

さ
れ
、
町
の
道
路
整
備
な
ど
に
必
要
な
土
地
を
町
が
予
算

計
上
す
る
前
に
取
得
で
き
ま
す
。
原
資
は
土
地
開
発
基
金

で
す
。

年度内に支出が終わらない見込みの経費について、翌年度１年間に限
り繰り越して使用することができる。（議会の議決が必要）

繰越明許費

事業名 繰越額 理　由

一
般
会
計

戸籍住民基本台帳
運営事務事業 ４５８万円

改修作業に必要な国の戸籍情報シス
テム標準仕様書の提示が遅れ、年度
内に事業が完了しないため。

（令和５年３月議会で議決）

新型コロナウイル
スワクチン接種事
業（その２）

２９６万円

新型コロナウイルスワクチン接種に
係る神奈川県国民健康保険団体連合
会への支払いを行うにあたり、年度
内に事業が終了しないため。

（令和５年３月議会で議決）

し尿処理事業 ５０万円

し尿処理施設水槽臭気脱臭ファンを
制御するインバーター設備が故障し、
修繕工事を発注したが、半導体供給
不足の影響で、年度内に事業が完了
しないため。

（令和５年３月議会で議決）

農業振興普及事業 ５０万円

肥料価格高騰緊急支援補助金は、国
及び県も同様の補助制度を実施して
いるが、補助制度の実施期間が延長
されたことに伴い、年度内に事業が
完了しないため。

（令和５年３月議会で議決）

大磯駅前広場整備
事業 ２, ５４１万円

物件の所有者間の協議及び除却工事
業者の選定等に不測の期間を要し、
既存建物の除却工事が遅れたため、
年度内に事業が完了しないため。

（令和５年３月議会で議決）

質
　
疑

問
　土
地
開
発
公
社
は
目
的

が
あ
り
、
町
か
ら
先
行
取

得
の
依
頼
を
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
こ
の
事
業
の
見

直
し
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
、
昨
年
も
同
じ
質
問

を
し
た
。
昨
年
は
事
業
の

見
直
し
を
す
る
予
定
は
な

い
と
答
弁
を
い
た
だ
い
た

が
、
今
後
の
活
用
は
あ
る

の
か
。

答
　広
く
多
目
的
な
形
で
土

地
利
用
が
で
き
な
い
か
ど

う
か
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
と
も
に
、
必
要
な
手

続
き
も
と
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
土

地
開
発
公
社
だ
け
で
は
な

く
、
町
と
も
一
緒
に
話
を

し
た
中
で
、
対
応
に
つ
い

て
は
考
え
て
い
く
。

　

報告
第2号

土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
報
告

※金額は、１万円未満を四捨五入

資産区分 期首残高 当期増加高 当期減少高 期末残高 概要 
（取得年度）面積 金額 面積 金額 面積 金額 面積 金額

国府新宿祇園塚地区改良事業
m2 円 m2 円 m2 円 m2 円

H759.41 5,134,195 59.41 5,134,195

月京１号線整備事業 26.39 2,641,000 26.39 2,641,000 H16

団体営農道整備事業 
（西小磯その１） 506.51 13,944,025 506.51 13,944,025 H6 〜 

H12

国府本郷 44 号線整備事業 190.00 5,235,000 190.00 5,235,000 H12

大磯高麗１号線整備事業 45.46 8,287,552 45.46 8,287,552 H8

国府本郷 33 号線整備事業
（葛川左岸） 429.50 49,126,258 429.50 49,126,258 H8 〜 

H14

代替用地取得事業 
（国府本郷） 634.14 128,080,232 634.14 128,080,232 H3

町道幹 16 号線改良事業 2,475.80 150,000,000 2,475.80 150,000,000 H14

大磯駅前自転車駐車場等
整備事業 3,689.36 325,902,739 3,689.36 325,902,739 H24

合計 8,056.57 688,351,001 0.00 0 0.00 0 8,056.57 688,351,001 ー

土地開発公社が
所有している土地
の一覧です。
(令和５年
３月31日現在)
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報
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賛
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結
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・
陳
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・
政
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活
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一

般

質

問

議

会

活

動

議
会
報
告
会

問
　
そ
の
内
容
は
。

答
　
大
磯
小
学
校
で
は
校
内

音
楽
会
を
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。
国
府
小
学
校
で

は
校
旗
や
記
念
誌
を
作
る

事
業
に
充
て
た
い
と
申
出

が
あ
る
。

問
　
も
と
も
と
の
事
業
費
は

ど
の
く
ら
い
な
の
か
。

答
　
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
積

算
し
た
と
こ
ろ
、
１
２
０

万
円
か
ら
１
３
０
万
円
規

模
の
も
の
。

問
　
そ
の
原
資
は
。

答
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
の
中
か
ら

　
と
聞
い
て
い
る
。

問
　
校
旗
な
ど
学
校
で
必
要

な
も
の
を
こ
の
よ
う
な
形

で
支
出
す
る
こ
と
は
す
っ

き
り
し
な
い
の
だ
が
。

答
　
国
府
小
学
校
で
は
、
当

初
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
を
特

別
に
積
み
立
て
た
中
で
い

ろ
い
ろ
と
検
討
し
て
き
た

と
聞
い
て
い
る
。
我
々
と

し
て
は
、
今
回
の
趣
旨
と

は
か
け
離
れ
て
い
る
と
い

う
考
え
は
な
い
。

小
学
校
開
校
１
５
０
周
年

　
　
　
記
念
事
業
補
助
金

　
　
　 

１
０
０
万
円

小
学
校
開
校
１
５
０
周
年
記
念
事
業
に
対
す
る
補
助
金
で
、

該
当
す
る
事
業
費
の
２
分
の
１
、
５０
万
円
を
上
限
と
す
る
補

助
金
。

人
権
擁
護
委
員（

65
歳
・
大
磯
町
大
磯
）

山や
ま

田だ

　博ひ
ろ

之ゆ
き 

氏

人事案件
諮問第１号

増

生
涯
学
習
館

            

維
持
管
理
事
業
　

                

99
万
円
増

増

問
　
前
兆
は
あ
っ
た
の
か
。

答
　
駐
車
場
南
側
の
駐
車
場

区
域
で
な
い
と
こ
ろ
に
穴

が
開
い
た
。
補
修
を
し
た

が
、
そ
の
南
側
に
個
人
宅

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
格

的
な
調
査
を
し
て
み
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

問
　
か
な
り
広
範
囲
で
調
査

す
る
の
か
。
そ
の
間
駐
車

場
は
ど
こ
を
使
用
す
る
の

か
。

答
　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
部

分
１
３
７
７
平
米
の
部
分

を
休
館
日
を
利
用
し
、
一

日
か
け
て
全
部
調
査
す
る
。

そ
の
た
め
丸
一
日
一
般
の

方
は
使
用
で
き
な
い
。

生
涯
学
習
館
駐
車
場
内

の
路
面
下
空
洞
調
査
に
伴

う
委
託
料
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
研
究
所

    

維
持
管
理
・
運
営
事
業

                 

40
万
円

問
　
ど
の
よ
う
な
研
究
テ
ー

マ
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

答
　
今
年
度
は
、
児
童
・
生

徒
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た

指
導
・
支
援
の
充
実
を
テ

ー
マ
に
定
め
、
研
究
を
行

う
。

問
　
講
師
は
ど
の
よ
う
に
選

定
す
る
の
か
。

答
　
小
・
中
研
究
会
が
あ
り
、

そ
の
研
究
会
で
講
師
を
選

ぶ
。

問
　
消
耗
品
の
内
容
は
。

答
　
関
連
の
図
書
や
記
憶
媒

体
（
Ｕ
Ｓ
Ｂ
）、
文
房
具

が
購
入
す
る
主
な
も
の
と

な
る
。

神
奈
川
県
の
研
究
テ
ー

マ
に
基
づ
き
実
施
す
る
、

か
な
が
わ
学
び
づ
く
り
推

進
地
域
研
究
事
業
に
対
す

る
県
委
託
金
。　
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補
正
予
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議
案
審
議

報

告

賛
否
結
果
・
陳
情

一

般

質

問

議

会

活

動

議
会
報
告
会

意
見
書
・
政
務
活
動
費

掲載は 50 音順です。※は辞職による返還額です。

意見書を国に提出しました
意見書案
第1号 消費税インボイス制度の実施延期・見直しを求める意見書

令和 4年度　政務活動費の収支報告

これまで、年間の売り上げが1,000万円以下の業者は消費税の納税が免除されてきたが、インボイス制度は消費税を販
売価格に転嫁できない零細業者にも課税業者になることを迫っている。また、影響については、広範囲に及び、理解は十
分にされているとはいい難い状況にある。
多くの中小零細事業者は、コロナ危機を乗り越えようと事業継続、雇用維持に懸命に取り組んでおり、インボイス制度
への登録、経理変更準備にとりかかる状況ではない。これ以上の負担を課すことは、コロナ禍からの経済再生を阻害する
ことにもつながる。
よって、国に対し、中小零細事業者や個人事業主等の事業存続と再生のために、消費税インボイス制度の実施を延期・
見直しすることを要望する。

政務活動費は、議員の町政に関する調査研究等の活動に資するための経費として、１人あたり年額12万円を交付しています。
議員は、条例に定める使途基準に従い支出し翌年度に収支報告書を公表しますが、その際には支払ったことを証する領
収書等を添付して、その使途の透明性の確保に努めています。
また、この政務活動費収支報告書等の写しは、役場１階の町民情報コーナーでご覧いただけます。

議員氏名 収入額　　
（交付額）

支出額 収支差引額 
（残余額） 主な支出内容①調査旅費 

及び研修費
②資料作成 
及び購入費 ③広報費 ④事務費 ⑤その他の

経費 支出計

飯田　修司 120,000 3,600 30,057 7,535 41,192 78,808
①旅費、研修会参加負担金（講
演会）②新聞購読料④筆記具
代ほか

石川　則男 120,000 24,354 32,698 57,052 ※ 62,948

①町村議会議員セミナー・携
帯基地局講演参加費②書籍
代・謄本代・白地図代・情報
公開代

今井　　茂 40,000 17,200 17,200 22,800 ②新聞購読料

奥津　勝子 120,000 64,370 50,400 12,410 127,180 0
①旅費、研修会参加負担金（市
町村議会議員研修ほか）②新
聞購読料③インク、用紙代

柴崎　　茂 120,000 0 120,000

庄子　幸太 40,000 9,567 6,731 16,298 23,702 ②新聞購読料③広報紙発行費

鈴木　京子 120,000 58,858 89,605 148,463 0 ②新聞購読料、行政情報コ
ピー代ほか③広報紙発行費

鈴木たまよ 120,000 40,756 23,215 63,971 56,029 ②新聞購読料、書籍購入③広
報紙発行費

清田　文雄 120,000 80,255 4,999 85,254 34,746 ②会議録代、新聞購読料④イ
ンク代ほか

髙橋　英俊 120,000 43,110 43,110 76,890 ①旅費、研修会参加負担金（市
町村議会議員研修）

竹内恵美子 120,000 27,455 118,789 146,244 0 ②会議録代③広報紙発行費

玉虫志保実 120,000 6,878 63,600 70,478

※ 50,000（大磯
町議会政務活動費
の交付に関する条
例第 8 条第 2 項
の規定により）

②情報公開等実費負担金、新
聞購読料③活動報告印刷代、
活動報告配布代

二宮加寿子 120,000 36,130 70,531 9,246 115,907 4,093

①旅費、研修会参加負担金（市
町村議会議員研修）②新聞購
読料、会議録代ほか④会議
ノート、文具代ほか

吉川　　諭 120,000 23,054 15,700 36,936 75,690 ※ 44,310

①旅費、研修会参加負担金（市
町村議会議員研修ほか）②新
聞購読料、行政情報コピー代
③広報紙発行費

吉川　重雄 120,000 47,760 123,706 171,466 0 ②新聞購読料③広報紙発行費

渡辺　順子 120,000 77,478 33,480 110,958 9,042
①旅費、研修参加負担金（市
町村議会議員研修ほか）②新
聞購読料、書籍購入費ほか

（単位：円）

全文はこちら
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告
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賛
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結
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陳
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議
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番
号

清
田
　
文
雄

吉
川
　
重
雄

庄
子
　
幸
太

二
宮
加
寿
子

奥
津
　
勝
子

鈴
木
　
京
子

今
井
　
　
茂

飯
田
　
修
司

髙
橋
　
英
俊

柴
崎
　
　
茂

鈴
木
た
ま
よ

渡
辺
　
順
子

竹
内
恵
美
子

結
　
　
　
果

掲
載
ペ
ー
ジ

４
月
臨
時
会

24 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ― 可決
３25 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ — 可決

26 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ― 可決

27

議案第 27 号 令和５年度大磯町一般会
計補正予算（第２号）に対する修正案 ○ ● ● ○ ○ ● ● ● ○ ○ ● ○ ＊ 可決

２令和５年度大磯町一般会計補正予算 
（第２号） ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ―

修正部分を
除く原案 

可決

６
月
定
例
会

28 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ― 可決 ４29 大磯町町税条例の一部を改正する条例 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ― 可決
諮問 

第１号
人権擁護委員の候補者を推薦することに
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 欠 ○ ○ ― 異議ない旨

答申 ５
・
６30 令和５年度大磯町一般会計補正予算 

（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ― 可決

意見書案 
第１号

消費税インボイス制度の実施延期・ 
見直しを求める意見書 ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● 欠 ○ ○ ― 可決 ９

議員名（議席順）

議　　案

議案に対する各議員の賛否結果一覧表 ６月定例会４月臨時会

議案はこちら

○は賛成 ●は反対 欠は欠席 ―は議長が賛否に加わっていない
＊は可否同数により議長裁決で可決とした

＊は同数により委員長裁決で趣旨了承とした。
☆は委員会付託結果について本会議で「異議あり」の申し出があり、採決を行い、議決した。
※机上配布：議会運営委員会での協議の結果、審査除外と決定し、所管の常任委員会へ付託しないとしたもの。
　趣旨了承：「願意は理解できるが、実現性の面で確信がもてない」といった場合に採られる決定の方法。 

（今定例会から名称変更。）

みなさんの陳情はこうなりました
番
号 件　名 提出者 要　旨 付託委員会 委員会の意見・結果

第
１
号

重度障害者の医療費 
助成についての陳情

特定非営利活動法人 
神奈川県腎友会　
会長　府録　譲治

障害児者・透析患者が安心して医療
が受けられるよう重度障害者に対す
る医療費の助成をすることを望む。

福祉文教

県のサービスに加え、町独
自でも取り組まれているた
め、趣旨了承とする。　

趣旨了承　
（趣旨了承３、採択１）

第
２
号

透析患者の通院への 
助成についての陳情

特定非営利活動法人　
神奈川県腎友会　
会長　府録　譲治

週３回の透析通院には、タクシーや
自家用車が欠かせず、最も割合が高
い年齢層は年金で暮らす者が多く、
家計を圧迫する。そのため、透析患
者の通院に係る費用に対する助成を
望む。

福祉文教

町内の腎臓機能障害者 90
名のうち、34 名しかタク
シー券の申請がされていな
い。周知や呼びかけを望む。

＊趣旨了承
　（趣旨了承２、採択２）

第
３
号

町立こども園開園に 
ついての陳情 

令和５年度大磯幼稚
園入園　
保護者有志一同　
代表者　森川　正信

民設のこども園から町立のこども園
への計画変更は手続きなどさまざま
であると思うが、令和６年度こども
園開園に向けた取り組みを必ず実施
してほしい。

― ☆机上配布

第
４
号

子どもたちにゆたかな学
びを保障するために、教
職員定数改善と教育予算
の増額、義務教育費国庫
負担制度の堅持・拡充を
求める陳情

中地区教職員組合　
執行委員長　
小嶋　豊綱

35 人学級を計画的に進め、中学校
での引き下げを早急に実施、30 人
学級を検討。教職員の完全配置と定
数改善を推進すること。国庫負担制
度の負担割合を２分の１に復元する
ことを望む。

― 机上配布
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政
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掲載は 50 音順です。※は辞職による返還額です。

意見書を国に提出しました
意見書案
第1号 消費税インボイス制度の実施延期・見直しを求める意見書

令和 4年度　政務活動費の収支報告

これまで、年間の売り上げが1,000万円以下の業者は消費税の納税が免除されてきたが、インボイス制度は消費税を販
売価格に転嫁できない零細業者にも課税業者になることを迫っている。また、影響については、広範囲に及び、理解は十
分にされているとはいい難い状況にある。
多くの中小零細事業者は、コロナ危機を乗り越えようと事業継続、雇用維持に懸命に取り組んでおり、インボイス制度
への登録、経理変更準備にとりかかる状況ではない。これ以上の負担を課すことは、コロナ禍からの経済再生を阻害する
ことにもつながる。
よって、国に対し、中小零細事業者や個人事業主等の事業存続と再生のために、消費税インボイス制度の実施を延期・
見直しすることを要望する。

政務活動費は、議員の町政に関する調査研究等の活動に資するための経費として、１人あたり年額12万円を交付しています。
議員は、条例に定める使途基準に従い支出し翌年度に収支報告書を公表しますが、その際には支払ったことを証する領
収書等を添付して、その使途の透明性の確保に努めています。
また、この政務活動費収支報告書等の写しは、役場１階の町民情報コーナーでご覧いただけます。

議員氏名 収入額　　
（交付額）

支出額 収支差引額 
（残余額） 主な支出内容①調査旅費 

及び研修費
②資料作成 
及び購入費 ③広報費 ④事務費 ⑤その他の

経費 支出計

飯田　修司 120,000 3,600 30,057 7,535 41,192 78,808
①旅費、研修会参加負担金（講
演会）②新聞購読料④筆記具
代ほか

石川　則男 120,000 24,354 32,698 57,052 ※ 62,948

①町村議会議員セミナー・携
帯基地局講演参加費②書籍
代・謄本代・白地図代・情報
公開代

今井　　茂 40,000 17,200 17,200 22,800 ②新聞購読料

奥津　勝子 120,000 64,370 50,400 12,410 127,180 0
①旅費、研修会参加負担金（市
町村議会議員研修ほか）②新
聞購読料③インク、用紙代

柴崎　　茂 120,000 0 120,000

庄子　幸太 40,000 9,567 6,731 16,298 23,702 ②新聞購読料③広報紙発行費

鈴木　京子 120,000 58,858 89,605 148,463 0 ②新聞購読料、行政情報コ
ピー代ほか③広報紙発行費

鈴木たまよ 120,000 40,756 23,215 63,971 56,029 ②新聞購読料、書籍購入③広
報紙発行費

清田　文雄 120,000 80,255 4,999 85,254 34,746 ②会議録代、新聞購読料④イ
ンク代ほか

髙橋　英俊 120,000 43,110 43,110 76,890 ①旅費、研修会参加負担金（市
町村議会議員研修）

竹内恵美子 120,000 27,455 118,789 146,244 0 ②会議録代③広報紙発行費

玉虫志保実 120,000 6,878 63,600 70,478

※ 50,000（大磯
町議会政務活動費
の交付に関する条
例第 8 条第 2 項
の規定により）

②情報公開等実費負担金、新
聞購読料③活動報告印刷代、
活動報告配布代

二宮加寿子 120,000 36,130 70,531 9,246 115,907 4,093

①旅費、研修会参加負担金（市
町村議会議員研修）②新聞購
読料、会議録代ほか④会議
ノート、文具代ほか

吉川　　諭 120,000 23,054 15,700 36,936 75,690 ※ 44,310

①旅費、研修会参加負担金（市
町村議会議員研修ほか）②新
聞購読料、行政情報コピー代
③広報紙発行費

吉川　重雄 120,000 47,760 123,706 171,466 0 ②新聞購読料③広報紙発行費

渡辺　順子 120,000 77,478 33,480 110,958 9,042
①旅費、研修参加負担金（市
町村議会議員研修ほか）②新
聞購読料、書籍購入費ほか

（単位：円）

全文はこちら
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議
案
番
号

清
田
　
文
雄

吉
川
　
重
雄

庄
子
　
幸
太

二
宮
加
寿
子

奥
津
　
勝
子

鈴
木
　
京
子

今
井
　
　
茂

飯
田
　
修
司

髙
橋
　
英
俊

柴
崎
　
　
茂

鈴
木
た
ま
よ

渡
辺
　
順
子

竹
内
恵
美
子

結
　
　
　
果

掲
載
ペ
ー
ジ

４
月
臨
時
会

24 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ― 可決
３25 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ — 可決

26 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ― 可決

27

議案第 27 号 令和５年度大磯町一般会
計補正予算（第２号）に対する修正案 ○ ● ● ○ ○ ● ● ● ○ ○ ● ○ ＊ 可決

２令和５年度大磯町一般会計補正予算 
（第２号） ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ―

修正部分を
除く原案 

可決

６
月
定
例
会

28 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ― 可決 ４29 大磯町町税条例の一部を改正する条例 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ― 可決
諮問 

第１号
人権擁護委員の候補者を推薦することに
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 欠 ○ ○ ― 異議ない旨

答申 ５
・
６30 令和５年度大磯町一般会計補正予算 

（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ― 可決

意見書案 
第１号

消費税インボイス制度の実施延期・ 
見直しを求める意見書 ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● 欠 ○ ○ ― 可決 ９

議員名（議席順）

議　　案

議案に対する各議員の賛否結果一覧表 ６月定例会４月臨時会

議案はこちら

○は賛成 ●は反対 欠は欠席 ―は議長が賛否に加わっていない
＊は可否同数により議長裁決で可決とした

＊は同数により委員長裁決で趣旨了承とした。
☆は委員会付託結果について本会議で「異議あり」の申し出があり、採決を行い、議決した。
※机上配布：議会運営委員会での協議の結果、審査除外と決定し、所管の常任委員会へ付託しないとしたもの。
　趣旨了承：「願意は理解できるが、実現性の面で確信がもてない」といった場合に採られる決定の方法。 

（今定例会から名称変更。）

みなさんの陳情はこうなりました
番
号 件　名 提出者 要　旨 付託委員会 委員会の意見・結果

第
１
号

重度障害者の医療費 
助成についての陳情

特定非営利活動法人 
神奈川県腎友会　
会長　府録　譲治

障害児者・透析患者が安心して医療
が受けられるよう重度障害者に対す
る医療費の助成をすることを望む。

福祉文教

県のサービスに加え、町独
自でも取り組まれているた
め、趣旨了承とする。　

趣旨了承　
（趣旨了承３、採択１）

第
２
号

透析患者の通院への 
助成についての陳情

特定非営利活動法人　
神奈川県腎友会　
会長　府録　譲治

週３回の透析通院には、タクシーや
自家用車が欠かせず、最も割合が高
い年齢層は年金で暮らす者が多く、
家計を圧迫する。そのため、透析患
者の通院に係る費用に対する助成を
望む。

福祉文教

町内の腎臓機能障害者 90
名のうち、34 名しかタク
シー券の申請がされていな
い。周知や呼びかけを望む。

＊趣旨了承
　（趣旨了承２、採択２）

第
３
号

町立こども園開園に 
ついての陳情 

令和５年度大磯幼稚
園入園　
保護者有志一同　
代表者　森川　正信

民設のこども園から町立のこども園
への計画変更は手続きなどさまざま
であると思うが、令和６年度こども
園開園に向けた取り組みを必ず実施
してほしい。

― ☆机上配布

第
４
号

子どもたちにゆたかな学
びを保障するために、教
職員定数改善と教育予算
の増額、義務教育費国庫
負担制度の堅持・拡充を
求める陳情

中地区教職員組合　
執行委員長　
小嶋　豊綱

35 人学級を計画的に進め、中学校
での引き下げを早急に実施、30 人
学級を検討。教職員の完全配置と定
数改善を推進すること。国庫負担制
度の負担割合を２分の１に復元する
ことを望む。

― 机上配布
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活
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る
と
こ
ろ
、
か
つ
子
ど
も
た

ち
、
あ
る
い
は
保
護
者
に
と

っ
て
大
切
な
施
設
に
な
る
と

い
う
と
こ
ろ
の
重
要
性
を
鑑

み
た
中
で
、
も
ろ
も
ろ
協
議

を
し
た
上
で
、
３
月
と
４
月

に
２
回
の
補
正
予
算
を
お
願

い
し
た
。

問
　
町
長
と
し
て
、
今
後
町

立
の
こ
ど
も
園
の
こ
れ
か
ら

の
目
標
、
目
当
て
に
つ
い
て

伺
う
。

町
長
　
町
立
の
こ
ど
も
園
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
残
念
な

が
ら
来
年
４
月
に
は
困
難
な

状
況
と
な
っ
て
い
る
が
、
令

和
６
年
度
中
に
は
何
と
か
設

置
を
で
き
る
よ
う
に
、
真
摯

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問
　
町
は
ど
の
よ
う
な
目
的

で
補
正
予
算
を
２
回
も
提
案

し
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
。

答
　
町
立
認
定
こ
ど
も
園
を

設
置
す
る
に
あ
た
り
、
設
計

委
託
料
の
補
正
予
算
を
３
月

の
定
例
会
、
４
月
の
臨
時
会

に
議
案
と
し
て
提
出
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
い
ず
れ
も
令

和
６
年
４
月
に
町
立
の
認
定

こ
ど
も
園
を
開
園
す
る
た
め

と
い
う
形
で
の
必
要
な
設
計

委
託
料
と
い
う
こ
と
で
、
議

会
に
補
正
予
算
を
お
認
め
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で

提
出
し
た
。

　
認
定
こ
ど
も
園
の
必
要
性

に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
本
当

に
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い

町政のここが聞きたい
一 般 質 問

【文責は本人】

質問と答弁の内容を要約してお知らせします。
詳細は会議録・ホームページ・ＤＶＤ（図書館貸出）をご利用ください。

 5 月 30 日・31 日に 11 人の議員から 22 問ありました。

町が補正予算を
２回提案の理由は

令和６年に開園のため 吉川重雄
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会
は
、
教
育
研
究
所
に
お
い

て
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
の
た
め
の
サ
ロ
ン
事
業

「
ふ
ら
っ
と
」
を
令
和
３
年

度
か
ら
行
っ
て
い
る
。
今
年

度
も
全
６
回
予
定
し
マ
チ
コ

ミ
メ
ー
ル
で
周
知
し
て
い
る
。

問
　
多
様
な
学
び
の
場
の
確

保
と
し
て
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ

ポ
ー
ト
ル
ー
ム
の
設
置
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
た
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど
が
あ
る

が
、
教
育
研
究
所
に
お
い
て

も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
テ
ス

ト
は
受
け
ら
れ
る
の
か
。

教
育
長
　
教
育
研
究
所
で
も

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
テ
ス
ト

を
受
信
す
る
こ
と
が
可
能
な

た
め
、
児
童
・
生
徒
の
状
況

に
応
じ
進
め
て
い
る
。

問
　
文
部
科
学
省
は
、
令
和

５
年
３
月
31
日
、
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
学
び
の
保
障
を

社
会
全
体
で
実
現
し
て
い
く

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
を
発

表
し
た
。
プ
ラ
ン
で
示
さ
れ

た
保
護
者
の
会
の
設
置
は
。

教
育
長
　
不
登
校
児
童
・
生

徒
の
早
期
支
援
の
た
め
に
は
、

保
護
者
が
悩
み
を
抱
え
て
孤

立
せ
ず
、
適
切
な
情
報
や
支

援
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
学
校

で
は
、
不
登
校
に
限
定
せ
ず
、

教
育
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
を
行
う
場
と
し
て
、
教

育
相
談
の
日
を
設
け
て
お
り
、

定
期
的
に
個
別
懇
談
の
場
も

設
定
し
て
い
る
。

　
プ
ラ
ン
の
示
す
保
護
者
の

民
館
の
在
り
方
や
維
持
管
理

な
ど
の
質
問
や
話
合
い
の
希

望
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
改

め
て
こ
れ
ま
で
の
経
過
や
地

区
の
考
え
方
を
確
認
し
な
が

ら
地
区
と
の
話
合
い
を
続
け

て
い
る
。

問
　
話
合
い
の
内
容
は
。

副
町
長
　
平
成
５
年
に
土
地

を
寄
附
し
て
い
た
だ
い
た
。

そ
の
と
き
に
建
物
も
一
緒
に

寄
附
を
受
け
入
れ
て
い
た
ら
、

今
の
よ
う
な
混
乱
は
な
か
っ

た
。
こ
の
問
題
を
前
に
進
め

る
た
め
に
現
在
、
黒
岩
地
区

で
保
有
し
て
い
る
公
民
館
を

町
の
施
設
と
し
て
組
み
入
れ

る
方
向
を
提
案
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇 

今
後
の
農
業
施
策

問
　
黒
岩
公
民
館
建
替
え
の

進
捗
状
況
は
。

町
長
　
令
和
３
年
度
か
ら
地

区
と
の
話
合
い
を
は
じ
め
準

備
を
し
て
き
た
。
令
和
５
年

に
入
り
、
地
区
の
認
可
地
縁

団
体
の
設
立
や
公
民
館
の
新

築
に
向
け
て
の
手
続
き
の
進

捗
に
合
わ
せ
て
町
が
補
助
金

を
交
付
す
る
状
況
に
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
地
区
が
認
可

地
縁
団
体
に
な
り
法
人
格
を

取
得
し
た
後
、
地
域
集
会
施

設
を
保
有
す
る
こ
と
や
自
治

会
運
営
す
る
こ
と
に
対
し
て
、

今
ま
で
以
上
に
負
担
が
大
き

く
な
る
と
い
う
不
安
の
声
が

黒
岩
地
区
も
含
め
他
の
地
区

か
ら
も
あ
が
っ
て
い
る
。
黒

岩
地
区
か
ら
今
後
の
町
の
公

プランで示された
保護者会設置は

認可地縁団体に
移行した地区は

サロン事業行っている

設立した地区はない

二宮加寿子

鈴木たまよ

現在の黒岩公民館

COCOLOプラン

出典：公明新聞

出典：公明新聞
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問

議

会

活

動

議
会
報
告
会

会
、
観
光
協
会
、
大
磯
町
が

自
主
性
を
持
っ
て
活
動
を
す

べ
き
で
は
。

答
　
商
工
会
、
観
光
協
会
、

大
磯
町
、
協
議
会
参
加
の
31

団
体
に
含
ま
れ
る
協
働
事
業

者
で
あ
る
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア

ー
ズ
が
一
体
と
な
り
、
同
じ

方
向
性
を
見
て
、
令
和
５
年

度
が
初
年
度
の
取
組
み
と
な

る
よ
う
な
気
持
ち
で
今
後
も

取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
事
業
者
か
ら
潤
い
が
足

り
な
い
と
い
う
声
を
聞
く
が
。

答
　
最
終
的
に
事
業
者
、
町

内
関
係
者
が
潤
い
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
、
課
題
が
あ
れ
ば

整
理
・
解
決
を
行
い
、
商
業

観
光
が
発
展
し
て
い
く
よ
う

に
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
応
急
処
置
と
し
て
、
商

品
券
の
給
付
は
で
き
な
い
か
。

町
長
　
今
後
の
景
気
や
経
済

状
況
に
よ
り
、
商
品
券
事
業

な
ど
も
視
野
に
入
れ
た
検
討

は
必
要
で
あ
る
。

問
　
神
奈
川
県
の
か
な
が
わ

Ｐ
ａ
ｙ
第
３
弾
が
行
わ
れ
る

が
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

た
め
、
情
報
弱
者
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
な
い

人
へ
の
対
応
は
。

答
　
第
３
弾
は
７
月
27
日
か

ら
始
ま
り
、
大
磯
で
は
33
店

舗
利
用
で
き
る
。
商
工
会
と

も
連
携
し
な
が
ら
、
よ
り
多

く
の
町
民
が
活
用
で
き
る
よ

う
進
め
て
い
く
。

問
　
大
磯
ら
し
い
潤
い
づ
く

り
協
議
会
に
お
い
て
、
商
工

問
　
例
え
ば
中
郡
で
合
併
を

す
る
と
な
る
と
、
総
合
計
画

を
は
じ
め
20
を
下
ら
な
い
計

画
、
一
般
会
計
だ
け
で
も
６

０
０
以
上
あ
る
事
業
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
の
や
り

取
り
な
ど
、
制
度
や
条
例
な

ど
を
す
り
合
わ
せ
る
余
裕
は

な
い
と
思
う
。

　
平
成
の
大
合
併
で
う
ま
く

い
っ
た
と
こ
ろ
は
聞
か
な
い
。

今
は
検
討
に
値
し
な
い
と
い

う
の
が
私
の
意
見
で
あ
り
、

ぜ
ひ
と
も
合
併
だ
け
は
や
め

て
ほ
し
い
と
い
う
池
田
町
長

を
応
援
し
た
町
民
か
ら
の
声

を
伝
え
る
。
一
緒
に
や
る
の

は
広
域
化
で
よ
い
の
で
は
。

町
長
　
意
見
と
し
て
受
け
止

め
る
。

問
　
町
民
の
要
望
を
ま
と
め

ら
れ
た
政
策
集
だ
が
、
政
策

集
が
す
べ
て
な
の
か
、
市
町

村
合
併
は
含
ま
れ
る
の
か
。

町
長
　
県
議
会
議
員
と
し
て

の
地
域
で
の
取
組
み
、
町
長

選
挙
の
際
に
寄
せ
ら
れ
た
要

望
や
提
案
を
ま
と
め
た
の
が

政
策
集
だ
が
、
そ
れ
が
す
べ

て
で
は
な
い
。
新
た
な
課
題

が
生
じ
れ
ば
し
っ
か
り
検
討

し
、
取
り
組
む
。
市
町
村
合

併
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

問
　
市
町
村
合
併
と
い
う
新

た
な
課
題
が
で
た
ら
検
討
す

る
の
か
。

町
長
　
鈴
木
京
子
議
員
が
検

討
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
の

で
あ
れ
ば
、
検
討
に
値
す
る

テ
ー
マ
で
は
な
い
か
と
思
う
。

町内の消費喚起について

町長の政策集に
市町村合併は

商品券事業も視野に

無いが意見は検討する

今井　茂

鈴木京子

第五次総合計画（〜2030年）
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問

議

会

活

動

議
会
報
告
会

乗合タクシーを
全町に広げては

小・中学校の建替え
いつ決めたか

公共交通空白地はない

私の考えを話しただけ

問
　
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
状
況
、

コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
。

答
　
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

は
、
６
年
間
の
平
均
で
毎
年
、

１
２
０
４
人
の
利
用
が
あ
り
、

町
の
負
担
は
年
間
１
１
１
万

円
。
利
用
者
一
人
当
た
り
の

コ
ス
ト
は
、
約
９
２
０
円
と

な
る
。

問
　
神
明
町
・
山
王
町
の
山

側
、
大
磯
高
校
の
東
側
も
完

全
に
３
０
０
メ
ー
ト
ル
に
引

っ
か
か
る
が
、
１
つ
の
地
区

だ
け
で
は
な
く
、
全
町
で
で

き
な
い
の
か
。

答
　
公
共
交
通
空
白
地
域
に

お
け
る
対
策
と
し
て
西
小
磯

地
区
で
実
施
し
て
い
る
が
、

乗
合
タ
ク
シ
ー
と
決
め
る
前

段
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
意

問
　
5
月
14
日
に
行
わ
れ
た

町
政
報
告
会
で
町
長
が
説
明

さ
れ
た
、
地
方
交
付
税
や
幼

稚
園
職
員
の
人
件
費
、
新
庁

舎
建
設
な
ど
に
つ
い
て
は
、

事
実
と
違
う
点
が
多
か
っ
た
。

な
か
で
も
、「
新
庁
舎
建
設

は
お
金
が
か
か
る
の
で
耐
震

補
強
が
で
き
れ
ば
10
年
ぐ
ら

い
持
た
せ
、
そ
の
間
に
小
・

中
学
校
を
建
替
え
る
」
と
言

わ
れ
た
。
小
中
学
校
の
建
替

え
は
い
つ
誰
が
決
め
た
の
か
。

町
長
　
町
政
報
告
会
は
町
と

し
て
決
定
し
た
こ
と
を
話
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
私

の
町
政
報
告
会
で
あ
り
、
私

の
考
え
を
示
す
場
で
あ
る
。

町
民
と
対
話
を
す
る
報
告
会

を
や
り
た
か
っ
た
。

見
交
換
を
し
、
地
域
で
ど
の

よ
う
な
公
共
交
通
が
即
し
て

い
る
の
か
を
踏
ま
え
、
決
め

た
。
ま
た
、
予
約
型
乗
合
タ

ク
シ
ー
に
は
30
か
所
の
停
留

所
を
設
け
、
タ
ク
シ
ー
の
形

は
し
て
い
る
が
、
路
線
バ
ス

の
よ
う
な
扱
い
で
タ
ク
シ
ー

を
運
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

富
士
見
地
区
補
助
路
線
バ
ス

問
　
補
助
路
線
バ
ス
の
状
況
、

コ
ス
ト
に
つ
い
て
。

答
　
10
年
間
の
平
均
は
毎
年

２
万
１
６
１
８
人
の
利
用
者

が
あ
り
、
２
台
分
の
車
両
費

を
含
み
、
年
間
１
９
７
３
万

円
を
負
担
し
、
利
用
者
１
人

当
た
り
の
コ
ス
ト
は
約
９
１

２
円
に
な
る
。
　

問
　
公
人
と
し
て
の
町
長
の

発
言
は
重
い
。
部
長
が
誰
も

出
席
し
て
い
な
い
報
告
会
の

位
置
づ
け
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
報
告
会
の
責
任
は

誰
が
と
る
の
か
。

答
　
町
長
か
ら
部
長
は
出
席

し
な
く
て
よ
い
と
言
わ
れ
た
。

広
告
看
板
の
設
置
手
続
き

問
　
最
近
営
業
を
始
め
た
国

道
沿
い
の
飲
食
店
の
看
板
は

町
の
景
観
に
そ
ぐ
わ
な
い
が
。

答
　
店
と
景
観
協
議
を
行
い
、

旗
や
立
看
板
の
撤
去
、
照
明

の
色
を
変
更
し
て
も
ら
っ
た
。

問
　
町
の
景
観
を
守
る
た
め

に
、
屋
外
広
告
物
条
例
の
策

定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
場
合
に
よ
っ
て
は
景
観

計
画
の
見
直
し
も
あ
り
得
る
。

公私混同の町政報告会

予約型乗合タクシー

飯田修司

渡辺順子
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問

議

会

活

動

議
会
報
告
会

地球温暖化対策
実行計画の推進は

地域集会施設の
対策と方向性は

各種事業に取り組む

見直し時期に改訂する

問
　
令
和
４
年
３
月
に
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
事

務
事
業
編
）
を
策
定
し
た
。

町
が
目
指
す
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
削
減
目
標
は
。

町
長
　
把
握
可
能
な
直
近
の

令
和
２
年
度
を
基
準
に
10
年

後
の
12
年
度
の
目
標
年
度
に

は
50
％
以
上
削
減
す
る
。

問
　
一
般
公
用
車
の
取
組
み

は
。

町
長
　
町
使
用
の
72
台
の
公

用
車
の
う
ち
、
化
石
燃
料
の

み
使
用
は
67
台
、
電
気
自
動

車
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車

な
ど
の
次
世
代
自
動
車
に
更

新
が
必
要
な
時
期
に
順
次
入

替
え
を
進
め
る
。

問
　
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削

減
の
た
め
、
事
業
者
と
し
て

問
　
地
域
集
会
施
設
は
、
大

磯
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
ど
お
り
進
む
の
か
。
　

町
長
　
地
域
集
会
施
設
は
町

内
に
20
か
所
あ
り
、
今
後
の

方
向
性
は
町
民
移
管
、
統
廃

合
と
な
っ
て
い
る
。

　
少
子
高
齢
化
や
役
員
の
な

り
手
不
足
に
よ
り
地
区
で
施

設
を
維
持
、
管
理
が
困
難
と

い
う
声
も
あ
る
。
各
地
区
の

運
営
状
況
や
負
担
等
を
分
析

し
、
地
域
に
理
解
を
い
た
だ

け
る
よ
う
丁
寧
に
対
応
す
る
。

問
　
計
画
変
更
し
た
場
合
、

総
合
管
理
計
画
、
個
別
施
設

計
画
等
は
ど
う
改
訂
す
る
か
。

町
長
　
総
合
管
理
計
画
は
２

０
１
７
年
度
か
ら
30
年
間
を

計
画
期
間
と
し
、
10
年
ご
と

の
町
の
取
組
み
は
。

答
　
計
画
に
は
職
員
の
日
常

業
務
の
電
気
や
冷
暖
房
の
使

用
削
減
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

や
再
生
利
用
な
ど
の
資
源
の

有
効
活
用
、
公
共
施
設
へ
の

太
陽
光
発
電
な
ど
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
な

導
入
な
ど
、
厳
し
い
目
標
数

値
だ
が
進
め
る
。

問
　
産
業
環
境
部
長
を
本
部

長
と
す
る
推
進
本
部
で
取
り

ま
と
め
と
評
価
を
し
、
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
に
公
表
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
時
期
は
環
境
月

間
の
６
月
に
決
め
る
の
は
。

答
　
そ
の
よ
う
な
時
期
も
踏

ま
え
た
中
で
、
再
度
削
減
目

標
も
示
し
な
が
ら
環
境
へ
の

取
組
み
を
深
め
た
い
。

に
改
定
を
行
う
。
個
別
施
設

計
画
は
５
年
ご
と
に
分
割
し

計
画
期
間
中
見
直
し
を
す
る
。

問
　
懸
案
と
な
っ
て
い
る
黒

岩
公
民
館
を
町
所
有
と
し
、

耐
震
診
断
し
対
応
を
判
断
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
建
替
え

は
考
え
て
い
る
か
。

答
　
地
区
と
話
合
い
を
し
な

が
ら
判
断
す
る
。

問
　
特
殊
な
ケ
ー
ス
で
あ
り

最
優
先
で
あ
る
。
約
束
を
守

る
証
を
つ
け
る
べ
き
。

副
町
長
　
合
意
形
成
で
き
る

よ
う
に
進
め
る
。

雨
水
整
備
に
つ
い
て

問
　
森
下
公
園
付
近
の
雨
水

整
備
状
況
に
つ
い
て
は
。

答
　
令
和
７
年
度
を
め
ど
に

完
成
に
向
け
取
り
組
む
。

策定された計画

大磯町公共施設等総合管理計画

奥津勝子

髙橋英俊
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補
正
予
算
・
議
案
審
議

報

告

賛
否
結
果
・
陳
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意
見
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・
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一

般
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問

議

会

活

動

議
会
報
告
会

新庁舎予算倍増
容認できない

町長の行財政運営について

色々な選択肢を検討

借金を減らすのが重要

問
　
構
想
か
ら
計
画
ま
で
の

１
年
間
で
事
業
費
の
推
移
は
。

答
　
建
物
費
用
と
し
て
、
物

価
上
昇
分
な
ど
４
億
３
千
万

円
、
津
波
対
策
費
と
し
て
11

億
８
千
万
円
増
加
し
た
。

問
　
津
波
の
緩
衝
帯
を
兼
ね

る
立
体
駐
車
場
。
浸
水
想
定

の
地
上
階
に
駐
車
の
計
画
は
。

答
　
地
上
階
に
も
車
を
停
め

る
設
定
で
あ
る
。

問
　
環
境
負
荷
を
考
慮
し
た

庁
舎
を
目
指
す
と
あ
る
が
、

予
算
に
は
含
ま
れ
る
の
か
。

答
　
現
段
階
で
は
そ
の
金
額

を
加
え
て
い
な
い
。

問
　
計
画
通
り
の
予
算
と
し

て
、
町
の
借
金
・
起
債
分
は

ど
の
よ
う
か
。

答
　
３
月
末
で
建
設
基
金
が

問
　
町
の
新
事
業
の
提
案
に

つ
い
て
、
財
源
の
有
効
活
用

や
事
業
の
必
要
性
、
国
・
県

か
ら
の
補
助
金
等
の
動
向
を

注
視
し
た
上
で
提
案
す
る
も

の
と
聞
い
た
が
、
今
年
度
提

案
さ
れ
た
事
業
に
補
助
金
は

な
い
が
。

答
　
給
食
の
無
償
化
、
火
葬

料
補
助
金
の
拡
充
は
、
一
般

財
源
や
財
政
調
整
基
金
を
取

崩
し
対
応
し
た
。

問
　
そ
れ
ら
は
継
続
事
業
で

あ
る
が
、
果
た
し
て
継
続
し

て
い
け
る
の
か
。
ま
た
、
基

金
の
取
崩
し
に
よ
る
基
金
の

枯
渇
が
心
配
さ
れ
る
が
。

答
　
町
の
財
政
状
況
は
決
し

て
明
る
い
も
の
で
は
な
い
が
、

歳
出
の
削
減
を
図
り
、
事
業

約
14
億
円
、
起
債
は
約
30
億

円
を
超
え
る
想
定
で
あ
る
。

問
　
先
の
議
論
と
し
て
、
利

用
者
の
安
全
性
や
財
源
の
抜

本
的
見
直
し
の
見
解
は
。

町
長
　
事
業
費
用
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
十
分
に
情
報
提
供

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
い
ろ

い
ろ
な
選
択
肢
を
検
討
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
表
彰
の
運
用

問
　
大
磯
町
の
ス
ポ
ー
ツ
表

彰
回
数
は
２
回
ま
で
か
。

町
長
　
誰
も
が
認
め
る
成
績

で
あ
れ
ば
、
今
後
は
表
彰
の

対
象
に
し
て
い
く
。

問
　
表
敬
訪
問
と
い
う
制
度

で
、
い
つ
で
も
受
け
入
れ
る

考
え
は
あ
る
か
。

町
長
　
私
で
よ
け
れ
ば
い
つ

で
も
お
目
に
か
か
り
た
い
。

の
取
捨
選
択
を
し
、
ふ
る
さ

と
納
税
、
大
磯
港
の
駐
車
場

使
用
料
な
ど
を
歳
入
の
確
保

と
し
て
見
込
ん
で
い
る
。

問
　
町
長
は
ご
自
身
の
町
政

報
告
会
で
、
財
政
再
建
に
つ

い
て
消
極
的
な
意
見
を
述
べ

ら
れ
た
が
、
そ
の
真
意
は
。

町
長
　
財
政
再
建
を
否
定
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
歳
入

を
増
や
し
借
金
を
減
ら
す
と

い
う
面
も
あ
る
。
借
金
を
減

ら
す
と
い
う
こ
と
が
一
番
重

要
な
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。
そ
れ
を
減
ら
さ
な
い

と
将
来
負
担
が
増
え
て
く
る
。

将
来
の
借
金
を
減
ら
す
こ
と

が
、
財
政
再
建
と
い
う
も
の

に
は
重
要
な
テ
ー
マ
に
な
っ

て
く
る
。

令和5年度予算書

現在の庁舎

庄子幸太

清田文雄
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補
正
予
算
・
議
案
審
議

報

告

賛
否
結
果
・
陳
情

意
見
書
・
政
務
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般

質

問

議
会
報
告
会

議

会

活

動

常任委員会　調査・研究テーマの報告
　令和３年12月、各委員会で調査・研究テーマを設定し、議会改革に向けて取り組んでまいりました。これまで
の委員会活動状況について報告いたします。

総務建設常任委員会
〇調査・研究テーマ　　　「大磯町の農業について」
〇調査・研究テーマの目的
大磯町の農業は、生産規模が小さく、農家数、従業者ともに減少傾向にある。また、農業従事者の高齢化

や後継者不足が深刻化しており、遊休農地や鳥獣被害の増加など、農業環境の厳しい状況が続いている。こ
のような状況を踏まえ、大磯町の現状と国の動向、さらに農業者への聞き取りなどを通じて実態を把握し、
大磯町における農業の活性化及びあり方について、調査・研究する。
〇調査・研究の経過と内容
・令和３年10月１日　勉強会「大磯町の農業について」
産業観光課、農業委員会事務局の職員を招き、勉強会を開催。大磯町の農業の実態や農業政策及び農地法

の概要について説明を受け、大磯町の農業全体について、研究・検証を実施した。
・令和３年10月21日　勉強会　今後の調査・研究の進め方を協議した。
・令和４年１月27日　講演会「新しい農業をはじめる」講師　髙橋　弘志　氏（東小磯在住）
農業従事者の立場から、「不耕起の農業」や「有機農業」について、また今日の農業の問題点について講

演を受けた。
・令和５年５月25日　勉強会「大磯町の農業について」
　産業観光課農政担当職員を招き、大磯町の有機農業の現状について説明を受け協議した。
■町への提案
現在町が行っている担い手支援と新規参入の促進に力を入れ、農家の経営の安定化のために、町と農協、

農業委員会など関連団体が協力して農家を支える仕組みづくりを考える必要がある。また、有機農業への関
心も高まっているため、オーガニック給食を希望する保護者も増えているが課題も多い。まずは、地産地消
や安全な農作物の提供に取り組むべき。

福祉文教常任委員会
〇調査・研究テーマ　　　「地域から考える食と健康について」
〇調査・研究テーマの目的　
少子高齢化及び人口減少社会を迎えた現在、誰もが健康で、地域で生き生きと暮らせることは、多くの町

民が望んでいることである。そのうえで、「食」と「健康」は切っても切れない関係性があり、子どもたち
の健やかな成長だけでなく、生涯にわたって、健康で豊かな生活を送るために、非常に大切な要素であり、
生活習慣病やフレイル予防など、食生活のあり方は、成長過程で大きな影響を及ぼす要因にもなり得る。
以上のことから、「食と健康について」、さらに「地域」との関わりも含めて、調査・研究する。

〇調査・研究の経過と内容
・令和４年６月30日　打ち合わせ会「研究テーマについて」
テーマを「子どもの食と健康」に絞り調査・研究を進めることとした。子ども食堂の状況と合わせ、地域

等との関わりも含めて運営者に実情を聞き、対応策を調査・研究することとした。
・令和４年７月18日　視察「子ども食堂の現状と課題・効果について」
ひまわり食堂（平塚市内）を訪問し、運営の状況と地域等との関わり状況を聞き、子ども食堂の現場を視

察した。
毎週約40〜50人の小・中学生が利用、地域性もあり多国籍、また高齢者も利用している。食材は、企業等

から寄付を受け、余った際には他の子ども食堂へ回す仕組みである。また、民生委員や市議会議員、市担当課を交
えての意見交換会を開き、子どもの見守りや行政への要望も行っている。
■町への提案
子どもたちの成長を支える仕組みづくりや高齢者が元気で生活できる健康の元となる身体づくり、食に関

する施策は必要である。町におかれては関連する施策に活かすよう、提案する。
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補
正
予
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審
議

報

告

賛
否
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果
・
陳
情

意
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務
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般

質

問

議
会
報
告
会

議

会

活

動

大
磯
町
議
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例
推
進
の
た
め
、
議

会
改
革
に
向
け
て
検
討
を
進
め
る
事
項
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

検
討
を
進
め
る
事
項
は
、
議
会
運
営
委
員
会
を
中
心
に

課
題
や
反
省
を
生
か
し
な
が
ら
、
定
期
的
に
見
直
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。

検
討
を
進
め
る
事
項
の
主
な
取
組
み
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

審

　査

　報

　告

こ
こ
ま
で
進
ん
だ
議
会
改
革

新
庁
舎
建
設
等
特
別
委
員
会

新
庁
舎
建
設
等
特
別
委
員

会
は
、「
町
の
新
庁
舎
建
設

の
検
討
に
係
る
調
査
」
を
行

う
た
め
、
令
和
２
年
９
月
29

日
に
設
置
し
、
令
和
５
年
５

月
10
日
ま
で
、
視
察
２
回
を

含
め
16
回
の
委
員
会
と
３
回

の
勉
強
会
、
２
回
の
意
見
交

換
を
行
い
、
６
月
２
日
の
本

会
議
で
委
員
会
か
ら
の
３
点

の
提
言
を
報
告
し
ま
し
た
。

な
お
、
新
庁
舎
は
令
和
７
年

度
に
供
用
開
始
の
予
定
だ
っ

た
が
、
池
田
町
長
の
突
然
の

方
針
転
換
で
事
業
は
停
止
さ

れ
ま
し
た
。

審
査
の
内
容

主
な
審
査
内
容

・
新
庁
舎
建
設
計
画
の
位
置

づ
け
と
整
備
に
向
け
た
こ
れ

ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て

・
現
庁
舎
の
耐
震
補
強
工
事

や
現
庁
舎
の
課
題
の
抽
出
　
　

・
基
本
構
想
策
定
業
務
の
受

託
者
決
定
の
経
緯

・
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
概
要
、
敷
地
の
安
全
性

・
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

・
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

・
新
庁
舎
建
設
候
補
地
の
検

討
経
過
に
つ
い
て

・
新
庁
舎
に
必
要
な
面
積
・

規
模
・
機
能
・
事
業
手
法
・

財
源
確
保
・
議
会
施
設
や
機

能
等
に
つ
い
て

委
員
の
主
な
意
見

・
防
災
拠
点
の
庁
舎
に
求
め

ら
れ
る
構
造
耐
震
指
標

（
I
s
値
）
が
0.9
を
下
回
っ

て
お
り
危
険
性
は
明
ら
か
。

計
画
ど
お
り
建
替
え
を
進
め

る
べ
き
で
あ
る
。

・
県
の
津
波
想
定
に
基
づ
き

対
策
を
立
て
て
い
る
。
確
率

的
に
は
地
震
が
怖
い
。
耐
震

不
足
の
現
庁
舎
は
、
人
命
に

関
わ
る
。

・
新
町
長
に
よ
る
方
向
転
換

に
明
確
な
理
由
が
説
明
さ
れ

て
い
な
い
。
耐
震
補
強
不
可

の
場
合
、
建
替
え
候
補
地
を

示
す
な
ど
、
町
長
と
し
て
責

任
あ
る
態
度
を
示
す
べ
き
。

提

　
　言

１
．
新
庁
舎
建
設
の
緊
急
性

全
国
各
地
で
震
度
６
強
の

地
震
が
多
発
し
て
い
る
中
、

計
画
を
停
止
す
る
こ
と
は
慎

重
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

２
．
求
め
ら
れ
る
機
能
の
実
現

以
前
か
ら
多
く
の
町
民
が

望
ん
で
い
た
多
様
な
機
能
を

備
え
た
庁
舎
を
速
や
か
に
実

現
す
べ
き
で
あ
る
。

３
．
方
向
転
換
に
つ
い
て

行
政
の
長
と
し
て
町
民
が

納
得
で
き
る
明
確
な
理
由
を

示
し
理
解
を
求
め
、
責
任
あ

る
態
度
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

新
庁
舎
建
設
等

特
別
委
員
会

委
員
長	

渡
辺
　
順
子

副
委
員
長	

鈴
木
　
京
子

委

　
　員	

清
田
　
文
雄

	

鈴
木
た
ま
よ

	

二
宮
加
寿
子

	

奥
津
　
勝
子

	

髙
橋
　
英
俊

（
令
和
５
年
６
月
30
日
ま
で
）

	

吉
川
　
　
諭

（
令
和
５
年
３
月
15
日
ま
で
）

	

玉
虫
志
保
実

（
令
和
４
年
10
月
21
日
ま
で
）

	

石
川
　
則
男

（
令
和
４
年
10
月
１
日
ま
で
）

変
わ
っ
た
こ
と

〇
災
害
時
の
議
会
対
応

　
大
磯
町
議
会
災
害
対
応
基

本
方
針
、
大
磯
町
災
害
時
対

応
規
程
を
策
定
。

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

　
各
種
委
員
会
、
同
協
議
会

資
料
に
つ
い
て
、
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
。

〇
陳
情
審
査
を
絶
対
多
数
決
へ

　
本
会
議
の
表
決
は
、
こ
れ

ま
で
採
択
、
趣
旨
採
択
、
不

採
択
に
よ
っ
て
採
決
を
行
っ

て
い
た
が
、
採
択
、
不
採
択

の
絶
対
多
数
決
へ
見
直
し
。

実
施
中

〇
自
由
討
議
の
推
進

　
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会

に
お
い
て
審
議
終
了
後
に
自

由
討
議
を
実
施
。

〇
議
員
研
修
と
政
策
研
究
の

充
実

　
議
員
研
修
２
回
、
常
任
委

員
会
研
修
３
回
実
施
。

〇
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会

の
審
査
方
法
と
審
査
意
見

　
本
会
議
で
の
委
員
長
報
告

に
委
員
会
の
意
見
を
報
告
。

引
き
続
き
検
討
を
行
う
も
の

〇
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
取
組
み

　
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
意

見
交
換
を
実
施
。

〇
町
民
意
見
の
聴
く
取
組
み

　
議
会
基
本
条
例
上
の
一
般

会
議
を
有
効
に
活
用
し
、
取

組
み
を
進
め
る
。

今
後
の
取
組
み

　
各
委
員
会
そ
れ
ぞ
れ
調

査
・
研
究
テ
ー
マ
や
検
討
事

項
を
決
め
、
引
き
続
き
議
会

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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常任委員会　調査・研究テーマの報告
　令和３年12月、各委員会で調査・研究テーマを設定し、議会改革に向けて取り組んでまいりました。これまで
の委員会活動状況について報告いたします。

総務建設常任委員会
〇調査・研究テーマ　　　「大磯町の農業について」
〇調査・研究テーマの目的
大磯町の農業は、生産規模が小さく、農家数、従業者ともに減少傾向にある。また、農業従事者の高齢化
や後継者不足が深刻化しており、遊休農地や鳥獣被害の増加など、農業環境の厳しい状況が続いている。こ
のような状況を踏まえ、大磯町の現状と国の動向、さらに農業者への聞き取りなどを通じて実態を把握し、
大磯町における農業の活性化及びあり方について、調査・研究する。
〇調査・研究の経過と内容
・令和３年10月１日　勉強会「大磯町の農業について」
産業観光課、農業委員会事務局の職員を招き、勉強会を開催。大磯町の農業の実態や農業政策及び農地法
の概要について説明を受け、大磯町の農業全体について、研究・検証を実施した。
・令和３年10月21日　勉強会　今後の調査・研究の進め方を協議した。
・令和４年１月27日　講演会「新しい農業をはじめる」講師　髙橋　弘志　氏（東小磯在住）
農業従事者の立場から、「不耕起の農業」や「有機農業」について、また今日の農業の問題点について講
演を受けた。
・令和５年５月25日　勉強会「大磯町の農業について」
　産業観光課農政担当職員を招き、大磯町の有機農業の現状について説明を受け協議した。
■町への提案
現在町が行っている担い手支援と新規参入の促進に力を入れ、農家の経営の安定化のために、町と農協、
農業委員会など関連団体が協力して農家を支える仕組みづくりを考える必要がある。また、有機農業への関
心も高まっているため、オーガニック給食を希望する保護者も増えているが課題も多い。まずは、地産地消
や安全な農作物の提供に取り組むべき。

福祉文教常任委員会
〇調査・研究テーマ　　　「地域から考える食と健康について」
〇調査・研究テーマの目的　
少子高齢化及び人口減少社会を迎えた現在、誰もが健康で、地域で生き生きと暮らせることは、多くの町
民が望んでいることである。そのうえで、「食」と「健康」は切っても切れない関係性があり、子どもたち
の健やかな成長だけでなく、生涯にわたって、健康で豊かな生活を送るために、非常に大切な要素であり、
生活習慣病やフレイル予防など、食生活のあり方は、成長過程で大きな影響を及ぼす要因にもなり得る。
以上のことから、「食と健康について」、さらに「地域」との関わりも含めて、調査・研究する。
〇調査・研究の経過と内容
・令和４年６月30日　打ち合わせ会「研究テーマについて」
テーマを「子どもの食と健康」に絞り調査・研究を進めることとした。子ども食堂の状況と合わせ、地域
等との関わりも含めて運営者に実情を聞き、対応策を調査・研究することとした。
・令和４年７月18日　視察「子ども食堂の現状と課題・効果について」
ひまわり食堂（平塚市内）を訪問し、運営の状況と地域等との関わり状況を聞き、子ども食堂の現場を視
察した。
毎週約40〜50人の小・中学生が利用、地域性もあり多国籍、また高齢者も利用している。食材は、企業等
から寄付を受け、余った際には他の子ども食堂へ回す仕組みである。また、民生委員や市議会議員、市担当課を交
えての意見交換会を開き、子どもの見守りや行政への要望も行っている。
■町への提案
子どもたちの成長を支える仕組みづくりや高齢者が元気で生活できる健康の元となる身体づくり、食に関
する施策は必要である。町におかれては関連する施策に活かすよう、提案する。
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大
磯
町
議
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例
推
進
の
た
め
、
議

会
改
革
に
向
け
て
検
討
を
進
め
る
事
項
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

検
討
を
進
め
る
事
項
は
、
議
会
運
営
委
員
会
を
中
心
に

課
題
や
反
省
を
生
か
し
な
が
ら
、
定
期
的
に
見
直
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。

検
討
を
進
め
る
事
項
の
主
な
取
組
み
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

審

　査

　報

　告

こ
こ
ま
で
進
ん
だ
議
会
改
革

新
庁
舎
建
設
等
特
別
委
員
会

新
庁
舎
建
設
等
特
別
委
員

会
は
、「
町
の
新
庁
舎
建
設

の
検
討
に
係
る
調
査
」
を
行

う
た
め
、
令
和
２
年
９
月
29

日
に
設
置
し
、
令
和
５
年
５

月
10
日
ま
で
、
視
察
２
回
を

含
め
16
回
の
委
員
会
と
３
回

の
勉
強
会
、
２
回
の
意
見
交

換
を
行
い
、
６
月
２
日
の
本

会
議
で
委
員
会
か
ら
の
３
点

の
提
言
を
報
告
し
ま
し
た
。

な
お
、
新
庁
舎
は
令
和
７
年

度
に
供
用
開
始
の
予
定
だ
っ

た
が
、
池
田
町
長
の
突
然
の

方
針
転
換
で
事
業
は
停
止
さ

れ
ま
し
た
。

審
査
の
内
容

主
な
審
査
内
容

・
新
庁
舎
建
設
計
画
の
位
置

づ
け
と
整
備
に
向
け
た
こ
れ

ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て

・
現
庁
舎
の
耐
震
補
強
工
事

や
現
庁
舎
の
課
題
の
抽
出
　
　

・
基
本
構
想
策
定
業
務
の
受

託
者
決
定
の
経
緯

・
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
概
要
、
敷
地
の
安
全
性

・
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

・
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

・
新
庁
舎
建
設
候
補
地
の
検

討
経
過
に
つ
い
て

・
新
庁
舎
に
必
要
な
面
積
・

規
模
・
機
能
・
事
業
手
法
・

財
源
確
保
・
議
会
施
設
や
機

能
等
に
つ
い
て

委
員
の
主
な
意
見

・
防
災
拠
点
の
庁
舎
に
求
め

ら
れ
る
構
造
耐
震
指
標

（
I
s
値
）
が
0.9
を
下
回
っ

て
お
り
危
険
性
は
明
ら
か
。

計
画
ど
お
り
建
替
え
を
進
め

る
べ
き
で
あ
る
。

・
県
の
津
波
想
定
に
基
づ
き

対
策
を
立
て
て
い
る
。
確
率

的
に
は
地
震
が
怖
い
。
耐
震

不
足
の
現
庁
舎
は
、
人
命
に

関
わ
る
。

・
新
町
長
に
よ
る
方
向
転
換

に
明
確
な
理
由
が
説
明
さ
れ

て
い
な
い
。
耐
震
補
強
不
可

の
場
合
、
建
替
え
候
補
地
を

示
す
な
ど
、
町
長
と
し
て
責

任
あ
る
態
度
を
示
す
べ
き
。

提

　
　言

１
．
新
庁
舎
建
設
の
緊
急
性

全
国
各
地
で
震
度
６
強
の

地
震
が
多
発
し
て
い
る
中
、

計
画
を
停
止
す
る
こ
と
は
慎

重
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

２
．
求
め
ら
れ
る
機
能
の
実
現

以
前
か
ら
多
く
の
町
民
が

望
ん
で
い
た
多
様
な
機
能
を

備
え
た
庁
舎
を
速
や
か
に
実

現
す
べ
き
で
あ
る
。

３
．
方
向
転
換
に
つ
い
て

行
政
の
長
と
し
て
町
民
が

納
得
で
き
る
明
確
な
理
由
を

示
し
理
解
を
求
め
、
責
任
あ

る
態
度
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

新
庁
舎
建
設
等

特
別
委
員
会

委
員
長	

渡
辺
　
順
子

副
委
員
長	

鈴
木
　
京
子

委

　
　員	

清
田
　
文
雄

	

鈴
木
た
ま
よ

	

二
宮
加
寿
子

	

奥
津
　
勝
子

	

髙
橋
　
英
俊

（
令
和
５
年
６
月
30
日
ま
で
）

	

吉
川
　
　
諭

（
令
和
５
年
３
月
15
日
ま
で
）

	

玉
虫
志
保
実

（
令
和
４
年
10
月
21
日
ま
で
）

	

石
川
　
則
男

（
令
和
４
年
10
月
１
日
ま
で
）

変
わ
っ
た
こ
と

〇
災
害
時
の
議
会
対
応

　
大
磯
町
議
会
災
害
対
応
基

本
方
針
、
大
磯
町
災
害
時
対

応
規
程
を
策
定
。

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

　
各
種
委
員
会
、
同
協
議
会

資
料
に
つ
い
て
、
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
。

〇
陳
情
審
査
を
絶
対
多
数
決
へ

　
本
会
議
の
表
決
は
、
こ
れ

ま
で
採
択
、
趣
旨
採
択
、
不

採
択
に
よ
っ
て
採
決
を
行
っ

て
い
た
が
、
採
択
、
不
採
択

の
絶
対
多
数
決
へ
見
直
し
。

実
施
中

〇
自
由
討
議
の
推
進

　
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会

に
お
い
て
審
議
終
了
後
に
自

由
討
議
を
実
施
。

〇
議
員
研
修
と
政
策
研
究
の

充
実

　
議
員
研
修
２
回
、
常
任
委

員
会
研
修
３
回
実
施
。

〇
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会

の
審
査
方
法
と
審
査
意
見

　
本
会
議
で
の
委
員
長
報
告

に
委
員
会
の
意
見
を
報
告
。

引
き
続
き
検
討
を
行
う
も
の

〇
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
取
組
み

　
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
意

見
交
換
を
実
施
。

〇
町
民
意
見
の
聴
く
取
組
み

　
議
会
基
本
条
例
上
の
一
般

会
議
を
有
効
に
活
用
し
、
取

組
み
を
進
め
る
。

今
後
の
取
組
み

　
各
委
員
会
そ
れ
ぞ
れ
調

査
・
研
究
テ
ー
マ
や
検
討
事

項
を
決
め
、
引
き
続
き
議
会

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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議
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正
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こ
ん
な
ご
質
問
も
い
た
だ
き
ま
し
た

令和５年第 1回

議 会 報 告 会
問
　
現
庁
舎
は
す
で
に
築
51
年
経

過
し
て
い
る
が
、
補
強
を
し
て

あ
と
何
年
使
え
る
か
。

答
　
調
査
し
て
み
な
い
と
わ
か
ら

な
い
。

問
　
教
育
施
設
整
備
の
ほ
う
が
大

事
で
は
な
い
か
。
ど
ち
ら
が
重

要
と
捉
え
て
い
る
の
か
。

答
　
と
も
に
重
要
。
老
朽
化
対
策

が
必
要
。
庁
舎
は
学
校
施
設
よ

り
築
年
数
は
浅
い
が
、
一
部
耐

震
基
準
に
合
っ
て
い
な
い
部
分

が
あ
る
。

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

問
　
大
磯
幼
稚
園
を
町
立
に
す
る

メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

答
　
町
は
行
政
に
よ
る
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
と
説
明
し
て
い
る
。

問
　
民
営
と
町
立
で
は
保
護
者
負

担
が
増
え
る
の
で
は
。

答
　
民
営
で
は
、
施
設
料
、
制
服

代
、
バ
ス
利
用
料
な
ど
町
立
と

比
べ
、
保
護
者
負
担
が
1.5
倍
以

上
か
か
る
。

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

問
　
サ
ン
キ
ッ
ズ
国
府
で
、
民
営

化
に
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
し
た
例

が
あ
る
が
、
民
営
化
に
こ
こ
ま

で
反
対
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。

答
　
た
か
と
り
幼
稚
園
、
大
磯
幼

稚
園
は
町
立
の
ま
ま
進
め
る
と

あ
っ
た
が
、
町
は
大
磯
幼
稚
園

を
民
営
の
こ
ど
も
園
に
す
る
こ

と
に
な
り
、
既
に
事
業
者
も
決

め
て
い
た
が
、
急
に
町
営
化
と

い
う
議
論
に
な
っ
た
た
め
、
保

護
者
が
混
乱
し
て
い
る
。

問
　
議
決
権
は
変
え
ら
れ
な
い
と

言
っ
て
い
た
が
、
横
浜
市
の
Ｉ

Ｒ
事
業
も
市
長
が
変
わ
っ
て
方

向
転
換
で
き
た
が
。

答
　
横
浜
市
の
Ｉ
Ｒ
事
業
は
、
選

挙
の
争
点
に
な
っ
て
い
た
が
、

認
定
こ
ど
も
園
は
町
長
の
政
策

集
に
も
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
選

挙
の
争
点
に
も
な
っ
て
い
な
か

っ
た
。

問
　
決
定
し
て
い
る
事
業
者
の
違

約
金
は
。

答
　
今
後
出
て
く
る
も
の
と
想
定

さ
れ
る
。

以上、活発なご意見・ご質問をいただきました。
今回、町に申し入れる事項としては、
「買い物難民等の対策について」
　バス便も少なく買い物難民等が増えている。何か対策を
してほしい。
について、町に申し入れることと決定いたしました。

問
　
災
害
時
の
高
齢
者
の
避
難
対
策
に
つ
い
て
議
会
で
話
は
出
た
か
。

答
　
特
に
な
か
っ
た
が
、
民
生
委
員
や
自
主
防
災
の
方
々
と
意
見
交
換
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
う
。

問
　
こ
れ
か
ら
開
園
す
る
明
治
記
念
大
磯
邸
園
等
の
駐
車
場
対
策
は
。

答
　
国
の
整
備
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
駐
車
場
の
計
画
は
あ
る
。
料
金
な
ど
は

国
と
の
交
渉
で
決
ま
る
。

問
　
町
の
空
き
家
対
策
は
。

答
　
町
も
民
間
と
協
力
し
、「
空
き
家
バ
ン
ク
」
等
の
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
二
つ
に
分
か
れ
た
の
は
、
な
ぜ
か
。

答
　
高
齢
者
の
増
加
に
よ
り
2
か
所
に
分
け
、
受
入
れ
態
勢
の
整
備
を
し
た
。

当日の
資料等は
こちら

現在の大磯幼稚園
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見
書
・
政
務
活
動
費

一

般

質

問

議

会

活

動

議
会
報
告
会

補
正
予
算
・
議
案
審
議

令
和
５
年
４
月
29
日
（
土
曜
日
）、
議
会
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。
場
所
は
、
午
前
は
３
年
振
り
と
な

る
国
府
支
所
で
の
会
場
開
催
、
午
後
は
本
庁
舎
４
階
第
一
委
員
会
室
で
、
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

報
告
会
の
内
容
は
、
第
１
部
「
令
和
５
年
度
予
算
に
つ
い
て
」
予
算
特
別
委
員
会
の
予
算
審
査
の
報

告
を
行
い
、
第
２
部
と
し
て
住
民
の
関
心
事
業
と
し
て
「
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
」
と
「
認
定
こ
ど
も

園
に
つ
い
て
」
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

「
予
算
審
査
」、「
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
」
と
住
民
の
関
心
の
高
い
報
告
内
容
で
あ
っ
た
た
め
、

国
府
支
所
に
12
名
、
役
場
本
庁
舎
の
会
場
参
加
22
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
12
名
と
大
変
多
く
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
午
後
は
予
定
終
了
時
間
を
30
分
超
え
る
ほ
ど
で
し
た
。

当
日
は
数
多
く
の
ご
質
問
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
ん
な
ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た

たくさんのご意見をいただきました
ご参加いただき、ありがとうございました。

問
　
令
和
５
年
度
予
算
に
つ
い
て
、

子
育
て
予
算
に
対
し
て
高
齢
者

関
連
予
算
が
少
な
い
と
思
う
が
。

答
　
高
齢
化
が
進
む
中
、
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

一
般
会
議
等
で
各
団
体
と
意
見

交
換
を
し
て
い
き
た
い
。

問
　
公
園
改
修
の
予
定
に
石
神
台

公
園
の
ト
イ
レ
設
置
は
あ
る
か
。

答
　
予
定
は
な
い
が
、
住
民
要
望

と
し
て
区
長
か
ら
要
望
し
て
も

ら
う
と
よ
い
。

令
和
５
年
度
予
算
に
つ
い
て

午前：国府支所のようす午後：本庁舎のようす

問
　
地
域
交
通
に
つ
い
て
、
バ
ス

便
も
少
な
く
、
買
い
物
難
民
等

が
増
え
て
い
る
が
、
何
か
対
策

は
。

答
　
今
年
度
策
定
が
予
定
さ
れ
て

い
る
地
域
交
通
計
画
に
し
っ
か

り
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
町
に
伝

え
る
。

問
　
明
治
記
念
大
磯
邸
園
の
予
算

は
多
額
だ
が
、
他
の
事
業
に
影

響
す
る
の
で
は
。

答
　
国
と
県
の
負
担
が
あ
り
、
町

の
負
担
は
少
な
く
す
る
決
ま
り

と
な
っ
て
い
る
。
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議

会

活

動

議
会
報
告
会

補
正
予
算
・
議
案
審
議

こ
ん
な
ご
質
問
も
い
た
だ
き
ま
し
た

令和５年第 1回

議 会 報 告 会
問
　
現
庁
舎
は
す
で
に
築
51
年
経

過
し
て
い
る
が
、
補
強
を
し
て

あ
と
何
年
使
え
る
か
。

答
　
調
査
し
て
み
な
い
と
わ
か
ら

な
い
。

問
　
教
育
施
設
整
備
の
ほ
う
が
大

事
で
は
な
い
か
。
ど
ち
ら
が
重

要
と
捉
え
て
い
る
の
か
。

答
　
と
も
に
重
要
。
老
朽
化
対
策

が
必
要
。
庁
舎
は
学
校
施
設
よ

り
築
年
数
は
浅
い
が
、
一
部
耐

震
基
準
に
合
っ
て
い
な
い
部
分

が
あ
る
。

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

問
　
大
磯
幼
稚
園
を
町
立
に
す
る

メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

答
　
町
は
行
政
に
よ
る
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
と
説
明
し
て
い
る
。

問
　
民
営
と
町
立
で
は
保
護
者
負

担
が
増
え
る
の
で
は
。

答
　
民
営
で
は
、
施
設
料
、
制
服

代
、
バ
ス
利
用
料
な
ど
町
立
と

比
べ
、
保
護
者
負
担
が
1.5
倍
以

上
か
か
る
。

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

問
　
サ
ン
キ
ッ
ズ
国
府
で
、
民
営

化
に
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
し
た
例

が
あ
る
が
、
民
営
化
に
こ
こ
ま

で
反
対
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。

答
　
た
か
と
り
幼
稚
園
、
大
磯
幼

稚
園
は
町
立
の
ま
ま
進
め
る
と

あ
っ
た
が
、
町
は
大
磯
幼
稚
園

を
民
営
の
こ
ど
も
園
に
す
る
こ

と
に
な
り
、
既
に
事
業
者
も
決

め
て
い
た
が
、
急
に
町
営
化
と

い
う
議
論
に
な
っ
た
た
め
、
保

護
者
が
混
乱
し
て
い
る
。

問
　
議
決
権
は
変
え
ら
れ
な
い
と

言
っ
て
い
た
が
、
横
浜
市
の
Ｉ

Ｒ
事
業
も
市
長
が
変
わ
っ
て
方

向
転
換
で
き
た
が
。

答
　
横
浜
市
の
Ｉ
Ｒ
事
業
は
、
選

挙
の
争
点
に
な
っ
て
い
た
が
、

認
定
こ
ど
も
園
は
町
長
の
政
策

集
に
も
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
選

挙
の
争
点
に
も
な
っ
て
い
な
か

っ
た
。

問
　
決
定
し
て
い
る
事
業
者
の
違

約
金
は
。

答
　
今
後
出
て
く
る
も
の
と
想
定

さ
れ
る
。

以上、活発なご意見・ご質問をいただきました。
今回、町に申し入れる事項としては、
「買い物難民等の対策について」
　バス便も少なく買い物難民等が増えている。何か対策を
してほしい。
について、町に申し入れることと決定いたしました。

問
　
災
害
時
の
高
齢
者
の
避
難
対
策
に
つ
い
て
議
会
で
話
は
出
た
か
。

答
　
特
に
な
か
っ
た
が
、
民
生
委
員
や
自
主
防
災
の
方
々
と
意
見
交
換
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
う
。

問
　
こ
れ
か
ら
開
園
す
る
明
治
記
念
大
磯
邸
園
等
の
駐
車
場
対
策
は
。

答
　
国
の
整
備
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
駐
車
場
の
計
画
は
あ
る
。
料
金
な
ど
は

国
と
の
交
渉
で
決
ま
る
。

問
　
町
の
空
き
家
対
策
は
。

答
　
町
も
民
間
と
協
力
し
、「
空
き
家
バ
ン
ク
」
等
の
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
二
つ
に
分
か
れ
た
の
は
、
な
ぜ
か
。

答
　
高
齢
者
の
増
加
に
よ
り
2
か
所
に
分
け
、
受
入
れ
態
勢
の
整
備
を
し
た
。

当日の
資料等は
こちら

現在の大磯幼稚園
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磯
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議
会

　
編

集
／

議
会

だ
よ

り
編

集
委

員
会

　
　

〒
255-8555　

神
奈

川
県

中
郡

大
磯

町
東

小
磯

183　
TEL  0463-61-4100（

内
線

281）　
FAX  0463-61-1991

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
http://w

w
w

.tow
n.oiso.kanagaw

a.jp/　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

　
gikai@

tow
n.oiso.kanagaw

a.jp

７
月
最
初
の
日
曜
日
、気

温
30
度
を
超
え
る
中
、地
区

の
お
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、４
年
ぶ

り
の
開
催
で
す
。

式
典
の
後
、神
輿
が
出
発

し
ま
し
た
。大
人
の
神
輿
は
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
担
ぎ
手

が
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
の
神
輿
は
、地
元
町

内
の
小
学
１
年
生
か
ら
６
年

生
の
参
加
で
、町
内
役
員
や

保
護
者
の
協
力
で
元
気
い
っ

ぱ
い
に
出
発
し
ま
し
た
。

長
く
続
い
て
い
る
伝
統
あ

る
お
祭
り
が
、こ
れ
か
ら
も

引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
、子
ど
も
た
ち
に
励

ま
し
の
言
葉
を
か
け
ま
し
た
。

　9月定例会及び決算特別委員会の開催日は、
日程が決まり次第、お知らせいたします。

９月定例会・決算特別委員会日程

【
発
行
責
任
者
】

議
　
　
長
　
竹
内
恵
美
子

【
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
】

委
員
長
　
鈴
木
た
ま
よ

副
委
員
長
　
飯
田
　
修
司

委
　
　
員
　
吉
川
　
重
雄

　
　
　
　
　
庄
子
　
幸
太

　
　
　
　
　
奥
津
　
勝
子

　
　
　
　
　
今
井
　
　
茂

【
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
】

副
議
長
　
清
田
　
文
雄

2
0
2
0
年
よ
り
世
界
中

で
猛
威
を
ふ
る
っ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
こ

の
５
月
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
同
じ
扱
い
と
な
り
、
マ
ス

ク
を
外
し
た
笑
顔
と
一
緒
に
、

制
限
の
な
い
以
前
の
生
活
が

戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
議
会
だ
よ

り
編
集
委
員
会
で
の
編
集
も

今
号
で
最
後
と
な
り
ま
し
た
。

表
紙
を
飾
る
笑
顔
シ
リ
ー
ズ

で
は
、
多
く
の
方
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次
号
か
ら
は

新
し
い
編
集
メ
ン
バ
ー
で
さ

ら
に
読
み
や
す
い
議
会
だ
よ

り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議会だよりを音声でお聴きいただけます。

　議会だより第 212 号から本号（第 214 号）
まで現在の委員で活動をしてきました。次号か
らは委員が変更しますが、引き続き「議会だよ
り おおいそ」 をよろしくお願いいたします。

　「録音ボランティアひびき」ご提供のもと、議会
だよりおおいその音声版（CD）を町立図書館に配
架しています。
　また、ご自宅でお聴きになりたい場合は、議会
事務局へご相談ください。

子
ど
も
神
輿
の
笑
顔

議
会
の
う
ご
き

３
月28

日

福
祉
文
教
常
任
委
員
会

／
福
祉
文
教
常
任
委
員
会
協
議
会

29
日

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

４
月10

日

議
会
運
営
委
員
会

／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

14
日

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

17
日

議
会
運
営
委
員
会
／
議
員
全
員
協
議
会

18
日

臨
時
会

24
日

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
協
議
会

25
日

議
員
全
員
協
議
会

29
日

議
会
報
告
会

５
月9

日

議
会
運
営
委
員
会
／
議
員
全
員
協
議
会

／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

10
日

新
庁
舎
建
設
等
特
別
委
員
会

／
総
務
建
設
常
任
委
員
会
協
議
会

16
日

議
会
運
営
委
員
会

23
日

６
月
定
例
会
本
会
議
（
議
案
審
議
等
）

25
日

福
祉
文
教
常
任
委
員
会

／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

30
日

６
月
定
例
会
本
会
議
（
一
般
質
問
）

31
日

６
月
定
例
会
本
会
議
（
一
般
質
問
）

6
月1

日

議
員
全
員
協
議
会
／
議
会
運
営
委
員
会

2
日

６
月
定
例
会
本
会
議
（
委
員
長
報
告
等
）


